
職
場
小
集
団
活
動
と
日
本
的
生
産
シ
ス
テ
ム丸

は
し
が
き

っ
職
場
小
集
団
活
動
の
展
開
と
そ
の
特
徴

二
、
職
場
共
同
体
と
職
場
小
集
団
活
動

け
門
職
場
小
集
団
活
動
H

日
常
業
務
の
改
善
活
動
と
し
て
の
参
加

同
職
場
小
集
団
活
動
参
加
へ
の
経
済
的
、
非
経
済
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

同
組
合
の
職
場
小
集
団
活
動
へ
の
協
力

側
全
社
的
逗
動
と
し
て
の
職
場
小
集
団
活
動

三
、
職
場
小
集
団
活
動
と
仕
事
の
改
善
・
工
夫

H

職
場
小
集
団
と
集
団
的
作
業
の
遂
行

同
多
能
工
化
と
職
域
拡
大

同
作
業
の
改
善
・
工
夫
と
職
場
小
集
団
活
動

む
す
び

職
場
小
集
団
活
動
と
日
本
的
生
産
シ
ス
テ
ム

山

恵

也
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は
し
が
き

Q
C
サ
!
ク
か
に
代
表
さ
れ
る
職
場
小
集
団
活
動
は
、
日
本
の
企
業
で
隆
盛
を
み
て
お
り
、
今
日
で
は
日
本
的
経
営
を
代
表
す
る
も
の

と
し
て
、
内
外
の
在
日
を
あ
び
る
に
い
た
っ
て
い
る
。

社
会
経
済
国
民
会
議
の
報
告
書
『
職
場
小
集
団
の
活
位
化
を
め
さ
し
て
』
は
、
こ
の
小
集
団
活
動
へ
の
関
心
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指

摘
し
て
い
る
。

「
海
外
関
保
者
の
関
心
は
、

Q
C
サ
!
グ
ル
活
動
や
Z
D
グ
ル
ー
プ
活
動
な
ど
の
小
集
団
主
義
運
動
が
そ
の
そ
の
技
法
は
ア
メ
リ
カ
で

開
発
さ
れ
な
が
ら
ア
メ
リ
カ
で
は
発
展
す
る
こ
と
な
く
な
ぜ
日
本
で
根
を
お
ろ
し
た
の
か
、
そ
の
背
景
に
あ
る
基
盤
的
要
因
は
何
か
、
に

集
中
し
て
い
る
。
」

こ
の
よ
う
に
、

Q
C
サ
ー
ク
ル
活
動
が
そ
の
発
祥
地
ア
メ
リ
カ
で
は
な
し
に
、
な
、
ぜ
白
木
で
隆
盛
を
み
る
に
い
た
っ
た
の
か
、
と
い
う

問
題
へ
の
解
答
は
、
そ
う
簡
単
で
は
な
い
。
そ
れ
に
加
え
て
、
欧
米
先
進
工
業
国
の
経
営
者
は
日
本
の
労
働
者
の
高
い
勤
労
意
欲
が
ど
の

よ
う
に
し
て
生
ま
れ
て
く
る
か
に
つ
い
て
強
い
関
心
を
し
め
し
て
い
る
。
欧
米
先
進
工
業
国
で
は
、
労
働
者
の
無
断
欠
勤
や
ア
ル
コ
ー
ル

中
毒
、
労
働
規
律
の
弛
緩
、
勤
労
意
欲
の
喪
失
な
ど
に
、
企
業
辻
、
深
刻
に
悩
ま
さ
れ
で
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
の
企
業
は
労
働
者

の
高
い
勤
労
意
欲
と
良
好
な
労
使
関
係
に
よ
っ
て
、
高
い
労
働
生
産
性
と
低
い
労
働
分
配
率
を
維
持
し
な
が
ら
、
製
品
の
高
品
質
化
と
強

い
国
際
競
争
力
を
実
現
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
低
い
コ
ス
ト
に
比
し
て
の
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
い
う
企
業
の
発
展
要
因
が
、
い
わ
ゆ

る
「
三
種
の
神
器
」
で
あ
る
終
身
雇
用
制
、
年
功
制
、
企
業
別
組
合
と
い
う
一
雇
用
・
労
働
慣
行
の
み
な
ら
ず
、
職
場
の
内
外
で
積
極
的
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
Q
C
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
小
集
団
管
理
の
成
功
の
仕
組
み
の
な
か
に
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
、



欧
米
の
先
進
工
業
国
の
み
た
ら
ず
発
展
途
上
国
に
お
い
て
も
広
く
関
心
が
ょ
せ
ら
れ
て
き
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
の
企
業
が
高
い
勤

労
意
欲
と
強
い
労
働
規
律
を
有
す
る
労
働
者
を
確
保
し
え
て
い
る
の
は
、
小
集
団
活
動
と
そ
の
基
盤
に
、
基
本
的
要
因
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
も
ち
な
が
ら
、
職
場
小
集
団
活
動
の
成
功
要
因

ιつ
い
て
白
木
的
経
営
、
な
か
ん
ず
く
日
本
的

生
産
シ
ス
テ
ム
と
の
関
連
で
整
事
レ
て
み
た
い
。

〆ー、
l 
'-' 

社
会
経
済
国
民
会
議
『
職
場
小
集
団
の
活
性
化
を
め
ざ
し
て
』
(
一
九
八
一
年
)
三
1
四
ペ
ー
ジ
。

一
、
職
場
小
集
団
活
動
の
展
開
と
そ
の
特
徴

(

l

)

 

職
場
の
小
集
団
活
動
と
は
、

Q
C
サ
ー
ク
ル
活
動
や
Z
D
運
動
の
総
称
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
労
働
者
が
グ
ル
ー
プ
(
小
集
団
〉
を
編
成

し
、
各
小
集
団
が
グ
ル
ー
プ
・
リ
ー
ダ
ー
の
も
と
で
職
務
や
作
業
の
改
善
を
は
か
っ
て
い
く
と
い
う
活
動
の
こ
と
を
い
う
が
、
こ
れ
は
日

本
で
は
一
九
六

0
年
代
後
半
よ
り
普
及
し
は
じ
め
、
七

0
年
代
を
通
じ
て
、
鉄
鋼
、
電
機
、
自
動
車
、
化
学
を
は
じ
め
と
す
る
基
幹
的
工

業
部
門
の
大
企
業
で
導
入
さ
れ
、
今
日
で
は
事
務
・
管
理
部
門
な
ど
の
非
製
造
部
門
を
は
じ
め
金
融
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
分
野
に
ま
で
広

(

2

)

 

範
な
展
開
を
み
せ
る
に
い
た
っ
た
。

日
本
科
学
技
術
連
盟
に
あ
る
「
Q
C
サ
ー
ク
ル
本
部
」
が
か
か
げ
る
「
綱
領
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
活
動
の
基
本
理
念
と
し
て
次
の
三
点

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

付
企
業
の
体
質
改
善
・
発
展
に
寄
与
す
る
。

ω人
間
性
を
尊
重
し
て
、
生
き
が
い
の
あ
る
明
る
い
職
場
を
つ
く
る
。

職
場
小
集
団
活
動
と
日
本
的
生
産
シ
ス
テ
ム
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四

日
人
間
の
能
力
を
発
揮
し
、
無
限
の
可
能
性
を
引
き
出
す
。

こ
の
よ
う
な
基
本
理
念
の
も
と
に
、
具
体
的
な
目
的
と
し
て
次
の
コ
一
点
を
あ
げ
て
い
る
。

H
現
場
の
第
一
線
監
督
者
の
リ
ー
ダ
ー
・
シ
ッ
プ
、
管
理
能
力
を
高
め
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
、
ま
た
そ
れ
を
自
己
啓
発
に
よ
っ
て
達

成
す
る
よ
う
に
す
す
め
る
。

伺
従
業
員
ま
で
含
め
て
、
全
員
参J
加
で
、

Q
C
サ
l
タ
ル
活
動
を
通
じ
て
職
場
に
お
け
る
モ
ラ
ー
ル
を
高
め
、
品
質
管
理
が
職
場
の
末

端
ま
で
徹
底
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
。

回
全
社
的
な
品
質
管
理
の
一
環
と
し
て
、
職
場
に
お
け
る
核
と
し
て
活
動
す
る
。

以
上
の
よ
う
な
基
本
理
念
と
目
的
を
か
か
げ
て
、

Q
C
サ
ー
ク
ル
活
動
が
日
本
の
企
業
の
広
範
な
工
場
で
推
進
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
実
際
に
は
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い
る
か
そ
の
概
要
に
つ
い
て
、
電
機
労
連
の
『
小
集
団
活
動
・
提
案
制
度
の
実
態
と
労
働
組
合

ハ
4
U

の
対
応
』
お
よ
び
日
本
鉄
鋼
連
盟
『
白
主
管
理
活
動
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
』
な
ど
に
も
と
づ
い
て
あ
き
ら
か
に
し
た
い
。

H
Q
C
サ
ー
ク
ル
の
小
集
団
活
動
に
、
広
範
な
労
働
者
が
参
加
し
て
い
る
こ
と
が
ま
ず
確
認
で
き
る
。
電
機
で
は
組
合
員
の
八
四
・
七

Mm
が
サ
ー
ク
ル
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
と
く
に
生
産
現
場
の
労
働
者
の
参
加
率
は
高
く
、
男
子
九
三
・
九
Mm
、
女
子
八
七
・
八
%
の

労
働
者
が
か
な
り
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
の
小
集
闇
活
動
が
制
度
上
、
参
加
義
務
の
あ
る
も
の
が
第
1
図
に
み
る
よ
う
に
六
七
・
一
労
、
全
体
の
三
分
の
ニ
を
占
め
て
い
る
と

い
う
こ
と
も
、
労
働
者
の
広
範
な
参
加
を
促
す
要
因
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
、
最
近
こ
の
小
集
団
活
動
に
取
り
組
ん

だ
事
業
所
ほ
ど
、
ま
た
大
企
業
の
職
場
ほ
ど
、
こ
う
し
た
参
加
義
務
型
の
小
集
団
活
動
の
傾
向
が
あ
る
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。

こ
の
結

果
、
労
働
者
の
参
加
率
九
五
Mm
以
上
の
企
業
が
六
六
・
ニ
鋭
、
九
O
%
以
上
の
労
働
者
参J
加
企
業
も
八

0
・
入
必
を
占
め
る
と
い
う
、
き



第 1図小集団活動参加の義務

不H，ij
1.4 

l%) 

職
場
小
集
団
活
動
と
日
本
的
生
産
シ
ス
テ
ム

制度上の
参加業務
なし
31.5 

出所:電機労連鋪『小集団活動・提案制度の実態調査.!I(1983年11月〉。

第 1表組合員の参加意欲

五

大て思 あっと あどL、
会く取り思と

無
L、取う

程度やる瓦組てり史思う

まほる

やiこ組り りどと やりう
ゃに息

気る組ん
るん

気るな取組りう
回 計

気で るん なで
をし、 気で くL、
もる をb、 くん あな
っと もる ほで まb、 答

計 7.5 71. 8 18.3 0.5 1.9 100.0 

昭和30~43年 巨り医 8.6 0.0 0.0 100.0 
開

始 昭和44~48年 3.4 17.2 0.0 1.7 100.0 

時 昭和49~53年 9.1 63.6 21.2 0.0 6.1 100.0 
期

昭和54年~ 4.3 2.2 2.2 100.0 

5，000人以上 8.8 I78.8I 11. 7 0.0 0.7 100.0 

1，000-4，999人 55.8 ¥豆| 0.0 2.3 100.0 

~999人 3.1 62.5 25.0 3. 1 6.3 100.0 

出所:第1図に同じ。



働
者
九

C
M以
上
の
参
/
加
企
業
は
、
大
企
業
ほ
ど
多
く
、

て
、
大
企
業
の
労
働
者
ほ
ど
小
集
団
活
動
へ
の
参
加
は
、
た
ん
に
参
加

義
務
の
み
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
第
1

位「
l
!ー
ー
し
変
わ
〉
わ
な
い
表
に
み
る
よ
う
に
、
組
合
員
労
働
者
の
参
加
意
欲
は
「
大
い
に
や
る
…
気

J
I
l
l
i
-
-
-
l士
川
ご
た

B

を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
思
う
」
七
・
五
Mm
、
「
あ
る
程
度
や
る

犯一
I
l
l
1
1
1
:

一
幾
分
、
E
発

に

じ
t

h

;
l
i
l
-
-
-
i
j
:

一j

市
;
気
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
思
う
L

七
一
・
八
%
、
こ
の
両
者
の

に
な
っ
た
却

か
な
り
活
発
刊
合
計
が
七
九
・
三
%
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
か
な
り
高
い
参
加
意

第一
昨
歓
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
労
働
者
が
こ
の
小
集
団
活

出

立
教
経
済
学
研
究
第
四

O
巻
四
号
(
一
九
八
七
年
V

5年前に比べた現在の活動状況

4
コ
発
に
な
っ
た

L
E
か
な
り
不
治

日
口
紅
一
昨

hpA

36.6 

第 2図

(%) 
50 

40 

30 

20 

10 

ー』

ノ、

わ
め
て
高
い
参
加
率
を
し
め
す
に
い
た
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
労

し
た
が
つ

動
の
経
験
を
重
ね
る
に
と
も
な
い
、
参
加
姿
勢
が
積
極
化
す
る
傾
向
が

た
」
三
六
・
六
Mm
、

み
ら
れ
る
こ
と
も
見
の
が
せ
た
い
。
そ
れ
は
、
第
2
図
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
工
斗
年
前
に
く
ら
べ
小
集
団
活
動
が
「
か
な
り
活
発
起
な
っ

「
幾
分
活
発
に
な
っ
た
」
二
八
・
二
%
、
こ
の
合
計
六
四
・
八
%
に
よ
っ
て
も
、
最
近
の
小
集
団
活
動
の
活
発
な
状

況
と
い
う
も
の
が
確
認
で
き
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
小
集
団
活
動
へ
の
広
範
な
労
働
者
の
参
加
は
、
電
機
だ
け
で
な
く
、
鉄
鋼
業
に
お
て
い
も
同
様
で
あ
る
。

鉄
鋼
業
は
「
自
主
管
理
活
動
は
鉄
鋼
業
発
展
の
原
動
力
」
と
し
て
鉄
鋼
連
盟
内
に
「
自
主
管
理
活
動
委
員
会
」
を
設
置
し
、
小
集
団
活

動
を
積
極
的
に
お
し
す
す
め
て
い
る
が
、

一
九
七
六
年
現
在
、

グ
ル
数
は
三

O
、
六
一
一
、
参
加
人
員
は
二
二
七
、
九
五
六
名
、
参
加
率
は
八
二
・
九
%
と
、
こ
こ
で
も
広
範
な
労
働
者
の
参
加
が
確
認

二
八
二
の
事
業
所
で
小
集
団
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
の
サ
l



社

長勺誌面IZD運動団!同時岡崎i瞬
間

広

3，129 8，866 562 

2，550コ[7，188J [2，747JI [5，710J [2，011J [458J [1， 950JI[59， 704J 

2，524コ[6，346JI [2， 626JI [5， 214JI [1，888J [440JI [1，89 

91. 7 

87.2 

恒三竺

86.01 

411両
72.8¥ 7司

1ベロ5¥

日

職
場
小
集
団
活
動
と
日
本
的
生
産
シ
ス
テ
ム

で
き
る
。

第
2
表
は
新
日
鉄
に
お
け
る
「
自
主
管
理
活
動
」
の
概
況

を
み
た
も
の
で
あ
る
。
本
社
な
ら
び
に
各
工
場
に
お
け
る
労

働
者
の
参
加
率
を
み
る
と
、

「
社
員
」
の
参
加
率
は
低
い
も

の
の
、

現
場
労
働
者
〈
技
術
職
)
は
き
わ
め
て
高
い
参
加
率

を
し
め
し
て
い
る
。

そ
の
労
働
者
の
参
茄
態
度

し
か
も
、

は
「
大
い
に
や
る
気
」
が
一
九
・
二
%
、

「
あ
る
程
度
や
る

気
八 」

ぎが
五

とコ
ほ一
ぽ-

FM 
結ム

手許
主主
つ

て-

L、官%
1)と

電
機
(
七
二

以
上
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
と
こ
ろ
で
は
、
労
働
者
の
小

集
団
活
動
へ
の
参
加
率
が
高
い
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
の
労
働

者
の
広
範
な
参
加
が
か
な
り
の
程
度
に
積
極
的
な
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
参
加
義
務
制
だ
け
で
こ
の
高
参
加
率
を
説
明

す
る
こ
と
は
困
難
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お

き
た
い
。

同
小
集
団
活
動
が
そ
の
活
動
の
テ

l
マ
や
目
的
を
ど
の
よ

う
に
設
定
し
て
い
る
の
か
を
ま
と
め
た
も
の
が
第
3
表
で
あ

七
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542 

93.6 

83.8 

新日鉄の

軍司目標管理IZD運動ICD吋輔|輔
忠7.101S46. 41S必 51S42. 61S 42. 21S 41.11 

称

所笛

名

月

現 在 人 民 3，145 248 622 22，958 

〈技 術 職〕 (42J (217J [19，381] [5， 751]1 [3， 777J 

参

術人 :l「 178 21，191 5，373 3，799 

(技 ヒ178J[18，018J [5，174J [3，536J 

年始開

I 1012，9331 7551 

1
82

1 州州
128.51 92.31 吋

ー
倒

l
!」
|
寸
d
l

ハUのん

数

対技術職比

立す 比員

ム

社

チ

参

加

率

A 

る
。
最
近
重
視
さ
れ
て
い
る
テ

i
マ
と
し
て
は
、
品
質
・
サ

コ
ス
ト
削
減
二
四
・
九
%
、

ー
ピ
ス
の
向
上
コ
二
・
五
%
、

生
産
性
向
上
・
能
率
向
上
二
三
・
五
%
と
、
四
位
以
下
を
大

き
く
引
き
離
し
て
い
る
。
五
年
前
に
く
ら
べ
て
重
視
さ
れ
る

目
的
も
上
位
三
位
ま
で
の
順
位
に
変
化
は
な
い
。
こ
う
し
た

な
か
に
あ
っ
て
、
職
場
の
活
性
化
四
・
二
勿
が
λ
・
五
%

に
ウ
ェ
イ
ト
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
全
体
と
し
て
目
的
の

広
が
り
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
小
集
団
活
動
の
経
験
が

古
い
ほ
ど
、
ま
た
企
業
規
模
が
大
き
る
な
る
ほ
ど
、
実
施
目

的
に
コ
ス
ト
削
減
、
生
産
性
向
上
と
い
っ
た
直
接
的
効
果
を

求
め
る
傾
向
が
あ
る
。

「
こ
れ
は
、
導
入
当
初
に
身
近
な
間

題
を
改
善
し
て
ゆ
く
こ
と
や
、

一
種
の
サ
ー
ク
ル
活
動
的
意

識
を
背
景
と
し
て
、
意
思
疎
通
を
改
善
し
、
職
場
の
活
性
化

を
計
っ
て
ゆ
く
と
の
第
一
義
的
活
動
に
中
心
が
あ
っ
た
も
の

が
、
活
動
自
体
の
マ
ン
ネ
リ
化
を
防
ぐ
意
味
ゃ
、
会
社
側
へ

の
一
定
の
貢
献
を
期
待
す
る
よ
う
な
活
動
に
変
質
し
て
き
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
」
ハ
前
掲
、
電
機
労
連
『
調
査
』
)



小集団活動の目的

(a) (b) 

とて以

年前五最近重視い内最しい内 るiニ
n田 213 近てるに も0

の重もO (]) 

ネ視の にさ二
ラさ二 比れつ
イれつ ベて以

1. コスト削減 24.9 23.0 

2. 品質・サーピス向上 31. 5 25.8 

3. 生産性向上・能率向上 23.5 21.1 

4. 人間関係改善・モラール向上 12.2 8.5 

5. 職場環境改善・安全問題 0.9 2.8 

6. 職場の活性化 4.2 8.5 

7. 能力開発・向上 0.5 0.0 

8. 経営方針・目標の浸透 0.0 0.5 

9. その他 0.0 0.0 

上位3位まで占有率 81. 8 77.5 

第 S表

職
場
小
集
団
活
動
と
日
本
的
生
産
シ
ス
テ
ム

次
に
、
こ
の
小
集
団
活
動
が
目
標
・
テ

l
マ
を
ど

の
よ
う
に
決
め
て
い
る
の
か
を
み
た
の
が
第
4
表
で

あ
る
。

「
す
べ
て
会
社
が
決
定
す
る
」
と
い
う
ケ
!

ス
は
な
い
が
、
「
大
筋
は
会
社
が
指
示
し
、
細
目
は
各

グ
ル
ー
プ
が
決
定
」
四
九
・
八
銘
と
「
す
べ
て
各
グ

ル
ー
プ
が
決
定
す
る
」
四
九
・
一
ニ
wm
が
ほ
ぼ
同
率
で

あ
る
が
、
大
企
業
ほ
ど
前
者
の
ウ
ェ
イ
ト
が
高
い
。

目
標
・
テ

i
マ
に
つ
い
て
「
自
主
的
に
決
定
」
す

る
場
合
の
比
率
は
た
し
か
に
高
い
が
、
し
か
し
、
実

際
に
目
標
・
テ

l
マ
を
決
め
た
り
、
活
動
を
す
る
に

あ
た
り
、
役
職
者
か
ら
「
大
枠
に
つ
い
て
助
一
吉
・
指

導
が
あ
る
」
(
八
五
・

o
w
m
)

「
細
部
に

の
で
あ
り
、

出所.第 1図に同じ。

わ
た
る
助
言
・
指
導
が
あ
る
」
(
八
・
九
Mm
〉
こ
と
も

含
め
る
と
役
職
者
の
強
い
指
導
性
が
目
標
・
テ

i
マ

の
設
定
に
は
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
は
同
時
に
目
標
・
テ

l
マ
が
会
社
の
日
常
業

務
と
の
関
連
が
強
く
(
九
八
・
六
)
、

こ
こ
に
も
役
職

九
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グループの具体的な目標・テーマ

すが 大しプ す自
無ベ決

会筋は綱自、定決が
ベ主

ぷ社てヱ』ョ;定 各てグ決的に
社i土 回 計

f業所事¥ がき守
ル定

指Jレ プ
生仁コ主

、、ノ 示 I が

計 0.0 49.8 49.3 100.0 

間 i| 昭和3い 3年 0.0 51. 4 48.6 0.0 100;0 

始昭和44~48年 0.0 53.4 46.6 0.0 100.0 

時 昭和49~53年 0.0 
160.61 

36.4 3.0 100.0 
期

160.91 
昭和54年~ 。。 33.3 2.2 ' 100.0 

従 5，000人~ 0.0 
154.0 1 

46.0 0.0 100.0 

業
1， 000~4， 999人 0.0 48.8 46.5 4.7 100.。

員

数 ~999人 0.0 34.4 |亙| 0.0 100.。

第 4表

四。

者
の
リ
l
ダ
シ
ッ
プ
が
発
揮
さ
れ
る
要
因
が
存
在
す

る
。
最
近
、
と
の
白
標
・
テ
!
?
と
職
場
の
日
常
業

務
の
関
連
が
い
っ
そ
う
強
く
な
っ
て
き
て
い
る
(
四

了
六
%
)
こ
と
も
、

」
の
小
集
団
活
動
の
今
日
の

特
徴
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

」
の
よ
う
に
役
職
者
の
指
導
性
が
強
い
こ
と
は
、

今
日
の
小
集
団
活
動
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、

こ
の
こ
と
は
次
に
み
る
小
集
団
活
動
推
進
の
組
織
と

企
業
の
管
理
組
織
と
の
一
体
性
の
な
か
に
も
し
め
さ

れ
て
い
る
。

日
小
集
団
活
動
は
「
自
主
性
L

を
建
前
と
す
る

が
、
職
場
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
活
動
の
時
期
や
組
織
を

出所:第 1図に同じ。

奇
自
自
由
に
決
め
て
お
こ
な
え
る
わ
け
で
は
な
い
。

そ
れ
は
工
場
、
あ
る
い
は
企
業
単
位
に
フ
ォ
ー
マ
ル

な
推
進
組
織
が
つ
く
ら
れ
、
そ
の
統
轄
の
も
と
で
決

め
ら
れ
た
一
定
の
期
間
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
も
と
づ

い
て
、
全
社
的
な
運
動
と
し
て
実
施
さ
れ
る
。
こ
の



職
場
小
集
団
活
動
と
日
本
的
生
産
シ
ス
テ
ム

第 5表小集団活動の開始時期別にみた 1グループ当リ平均構成員数

|~4人 15~9 人\1い4人l 臥~I 不明|計
計 |0.51 61. 0 ¥ 33.8 1 4.21 0.51 

昭和30-43年 1 1.41 50.01 42.91 4.31 1.41 

昭和44-48年 1 0.0 1 51. 7 1 43.1 1 5.1 1 0.0 1 

昭和49-53年 0.01 69.71 27.31 2.01 0.01 

昭和国年~ 1 O. 0 1 80.4 1 15.2 1 4.4 1 O. 0 1 

第 B表 リーダーの主な選出方法 (9百〉

四

度制 役 メ メ そ 無

護者
職

シ ン

ノ、マ ノ、e 

者
。コ 回 計

カE カf
t)) 

σ〉
輪

指 互 呑ダ
名 選 命リ 他 答

計 2.3 18.8 59.6 17.4 0.5 

昭和30~43年 0.0 18.6 61.4 18.6 0.0 1.4 100.0 
開

53.4 125.91 始
昭和44~48年 1.7 0.0 100.0 

時 昭和49~53年 15.2 166.7 I 12.1 0.0 3.0 100.0 
期

1 6.51 123.91 -58・7昭和54年~ 0.0 2.2 100.0 

華民規模
5，000人~ 1.5 14.6 63.5 l亙| 0.7 0.7 100.0 

1 ， 000~4， 999 囚|亙| 44.2 16.3 0.0 2.3 100.0 
人

~999人 0.0 21. 9 65.6 9.4 0.0 3.1 100.0 

出所:第1図に同じ。
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運
動
は
基
本
目
標
が
運
動
名
称
や
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
形
で
ト
ッ
プ
・
ダ
ウ
ン
さ
れ
、
そ
の
範
囲
内
で
小
集
団
単
位
の
活
動
が
展
開
さ
れ
る
。

四

そ
し
て
、
こ
の
小
集
団
は
通
常
、

フ
ォ
ー
マ
ル
な
組
織
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ

i
に
沿
っ
て
組
織
さ
れ
て
い
る
。

一
O
I
一
四
人
が

電
機
で
は
、
こ
の
小
集
団
の
メ
ン
バ
ー
は
第
5
表
に
み
る
よ
う
に
五

t九
人
と
い
う
と
こ
ろ
が
六
一
・

O
M、

・
八

Mmと
な
っ
て
い
る
が
、
最
近
の
傾
向
と
し
て
は
少
人
数
編
成
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

小
集
団
の
リ
ー
ダ
ー
は
第
6
表
に
み
る
よ
う
に
、
五
九
・
六
%
が
互
選
で
決
め
ら
札
て
お
り
、
役
職
者
が
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
と
こ
ろ
は

少
な
い
が
、
し
か
し
、
最
近
で
は
「
制
度
上
、
役
職
者
が
リ
ー
ダ
ー
」
、
あ
る
い
は
「
役
職
者
が
指
名
L
も
と
い
う
傾
向
が
強
く
た
ワ
て
き

て
ち
り
、
大
企
業
で
は
メ
ン
バ
ー
の
輪
番
制
が
比
較
的
多
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
多
く
の
場
合
、
役
職
者
は
小
集
団
の
メ
ン
バ
ー
に
加

グループの出会合あたりの平均

活動時間

第 S図

不明
0.9 (%) 

第4図 1グループの月平均会合回数

6問。円 (%) 
81!!.I 0.5 



わ
っ
て
お
り
(
六
一
・
七
労
)
、
リ
ー
ダ
ー
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
通
し
て
、
な
ん
ら
か
の
指
導
性
を
発
揮
し
て
い
る
。

鉄
鋼
業
に
お
い
て
は
、
班
長
が
リ
ー
ダ
ー
の
七
割
を
占
め
る
が
、
次
第
に
一
般
工
の
リ
ー
ダ
ー
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、
電
機
と
共

通
の
方
向
に
す
す
ん
で
い
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
小
集
団
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
課
や
部
ご
と
、
あ
る
い
は
工
場
、
事
業
所
ご
と
に
運
動
事
務
局
や
リ
ー
ダ
ー
会
議
の
よ
う
な
形
で
全
社

的
に
組
織
さ
れ
、
そ
こ
に
職
制
が
加
わ
っ
て
運
動
の
推
進
や
リ
ー
ダ
ー
の
教
育
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
こ
の
点
は
の
ち
に
再
。
ひ
と
り
あ
げ
た

L、。
同
小
集
団
活
動
の
会
合
回
数
や
活
動
時
間
も
、
電
機
と
鉄
鋼
業
で
基
本
的
に
ち
が
い
は
な
い
。
電
機
で
は
会
合
回
数
は
第
3
図
に
み
る

一
グ
ル
ー
プ
の
月
平
均
会
合
回
数
は
、
第
4

よ
う
に
、
月
二
回
が
四
ご
了
二
%
で
最
も
多
く
、
次
い
で
月
一
回
が
二
七
・
二
%
で
あ
る
。

時間帯にみた小集団活動の実施率図

)
3

E
u
-
-
G
円
U

置

g
o
-
τ
i

E

(

 

イ水

日

88目3

80 

60 

40 

20 

-
休
治
時
間
内

抗就
業業
時時
間関
内 外

出所:第 1凶に同じ。

。

職
場
小
集
団
活
動
と
日
本
的
生
産
シ
ス
テ
ム

図
に
み
る
よ
う
に
。
月
二
回
以
下
が
七

0
・
四
銘
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
万
四
回
以
上
も
一
六
・
九
%
あ
る
。
六
社
に
一
社
が
週
一
囲
会
合
を

も
っ
て
い
る
。
グ
ル
ー
プ
の
主
な
会
合
は
、

「
就
業
時
間
内
」
が
六
二
・

四
鋭
、

「
就
業
時
間
外
」
が
一
三
・
五
%
、

「
休
憩
時
間
中
」
が
四
・
七

%
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
「
主
な
」
時
間
で
は
な
く
、
活
動
が
お
こ
な

わ
れ
て
い
る
「
全
て
の
」
時
聞
を
み
る
と
第
5
図
の
よ
う
な
結
果
と
な

り
、
実
際
に
は
業
務
の
性
格
を
強
め
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
就
業
時
間

外
や
休
日
に
も
実
施
す
る
ケ

l
ス
も
み
ら
れ
る
。

鉄
鋼
業
で
も
小
集
団
活
動
は
月
一
固
な
い
し
二
回
が
多
く
、
そ
の
会
合

四
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〈見o

手
すてべ支給が んな費育名目たり子支給が当

。〉 から莱・〉であ、弁や当さ
支給

にさ

外時問れる
の子がるなれ

iま
予代也彰れされ茶莱ま、どるな 当な の

b、 手
ハ教のど 物品

当 さに

計 31.4 26.9 17.6 35.1 

模従業基
5，000人~ 31.3 26.9 19.2 34.8 

1 ， OOO~4， 999人 33.3 28.2 10.3 41. 0 

~999人 29.6 25.9 22.3 25.9 

第7表就業時間外た小集団活動への手当等

〈複数回答，就業時間外活動のないケースを除いたものを母数とする〉

四
回

は
、
就
業
時
間
内
五
五
・
二

Mm
、
就
業
時
間
外
四
四
・
八
%
と
な
フ
て
い
る
。

電
機
で
は
、
就
業
時
間
外
の
活
動
は
且
二
時
間
未
満
が
多
い
が
、
そ
の

参
加
者
へ
の
報
酬
を
支
給
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
コ
二
・
四
M
m
(複
数
回

答
)
あ
る
。
時
間
外
手
当
を
全
面
的
に
支
給
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
一
一
六
・

九
Mm
、
時
間
外
手
当
を
支
給
す
る
が
そ
の
時
間
を
制
限
し
て
い
る
の
が

七
・
六
%
、
そ
れ
以
外
の
な
ん
ら
か
の
手
当
、
あ
る
い
は
茶
菓
子
な
ど
の

品
物
を
支
給
す
る
の
が
三
五
・
一
必
で
あ
る
(
第
7
表〉。

鉄
鋼
業
で
も
、
就
業
時
間
外
の
小
集
団
活
動
に
対
し
て
、
な
ん
ら
か
の

形
で
の
手
当
を
支
給
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
(
七
一
必
)
が
、
そ
の
場
合
、

正
規
の
残
業
手
当
(
六
O
M
m〉
、
教
育
手
当
(
二
五
必
〉
な
ど
が
多
く
な

っ
て
い
る
。

同
運
動
期
間
の
終
了
時
に
は
、
各
小
集
団
は
目
標
に
照
ら
し
て
運
動
を

出所:第 1図に同じ。

総
括
し
、
成
果
と
問
題
点
な
ど
を
所
定
の
報
告
書
で
報
告
し
、
そ
れ
を
集

め
て
職
場
、
工
場
、
企
業
の
各
レ
ベ
ル
で
報
告
会
が
開
か
れ
る
。
そ
こ
で

は
優
れ
た
活
動
に
対
し
て
表
彰
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
電
機
で
は
、
活
動
に

対
す
る
報
奨
制
度
を
設
け
て
い
る
事
業
所
は
六
七
・
一
彪
あ
り
、
報
奨
金

は
一
件
当
り
三
、
三

C
O
t
一
七
、
九

O
O円
の
金
品
が
支
給
さ
れ
て
い



る。
ま
た

、
小
集
団
活
動
へ
の
参
加
義
務
と
関
連
し
て
、

E
っ
て
い

J
て
、
小
集
団
活
動
へ

主
つ
ま
、
当
然
の
結
果
と
し
て

義
務
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
な
た
l

る
が
、

？
i

・‘．、

1

〉
、
コ
工
、
一
と
こ
ろ
が
二
九
・
六
Mmと
相
当
に
多
い
が
‘

4

一、不・力、レ
I
J
I
L
L

う
に
、
九
・
四
Mmと
？

は
第
6
図
に
み
る
よ

る
と
こ
ろ

集
団
活
動
が
日
常
業
務
の
改
普
活
動
で
あ
り
、
参
加

そ
の
活

動
へ
の
参
加
態
度
が
昇
進
や
賃
金
な
と
の
人
事
考
課
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
と
考
え
、
り
れ
る
。
こ
の
問
題
は
再
び
後
述
し
た
い
。

の
参
加
の
有
無
や
提
案
件
数
の
多
寡
が
人
事
考
課
に
影
響
す

を
中
心
と
し
た
も
の
か
、
り
、
最
近
で
は
T
Q
C
ハ叶。
g
－ρロ
mwgi判。。己
2
3

次
に
、
最
近
に
お
け
る
小
集
団
活
動
に
わ
け
る
さ

け
小
集
団
活
動
の
対
象
領
域
が
、
こ
れ
ま
で
の
生

小集団活動参加が実態上人事
考課の対象Iニなる

（%） 無回答 0.9

第6図

なる 9.4

職
場
小
集
団
活
動
と
日
本
的
主
産
シ
ス
テ
ム

わ
だ
っ
た
特
徴
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

産
現
場

と
し
て
事
務
、
技
術
、
研
究
、
営
業
、
管
理
の
各
部
門
に
ま
で
広
げ
ら
れ

る
と
と
も
に
、
導
入
事
業
所
が
こ
れ
ま
で
の
製
造
業
か
ら
金
触
、
保
険
、

商
業
、
建
設
、

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
分
野
、

さ
ら
に
は
非
営
業
組
織
の
東
京

、
二
る
ま
で
拡
大

都
の
よ
う
な
地
方
自
治
体
や
郵
政
事
業
な
ど
の
分
野
に

L
T
之

5
0
ま
た
、
企
業
規
模
別
に
み
て
も
、
大
企
業
か
ら
中
小
企

し
て
き
て
い
る

d
f

出所：第1図に同じ。

そ
れ
が
大
企
業
”
親
企
業
と
下
請
官
企
業
を

一
体
化
し
た
「
ぐ
る
み
運
動
」
と
し
て
展
開
さ
れ
て
き
て
い
る

c

業
に
及
ぶ
と
と
も
に
、

高
度
成
長
期
の
小
集
団
活
動
が
、
生
産
現
場
を
中
心
に
わ
こ
な
わ
れ
て

た
の
は
、
小
集
団
活
動
が
自
主
的
活
動
で
あ
る
と
は
い
え
、
さ
き
に
ふ
れ

／
ユ
レ
こ
対
応
し
て
取
り
組

ス
ケ
ジ
ニ

l
J
i－
－

た
よ
う
に
一
定
の
目
標
を
設
定
し
、

四
五
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四
六

ま
れ
る
以
上
、
設
定
さ
れ
た
量
的
目
標
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
成
呆
を
測
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
生
産
現
場
が
比
較
的
定

型
的
業
務
が
多
く
、
こ
こ
に
小
集
団
活
動
が
導
入
さ
れ
、
直
接
的
効
果
を
求
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
最
近
の
技
術
革
新
、
と
く
に

M
E

化
の
進
展
は
F
A
に
続
い
て
、

O
A
を
促
進
し
、
生
産
現
場
の
み
な
ら
ず
事
務
、
営
業
、
管
理
な
ど
の
諸
部
門
の
合
理
化
、
省
力
化
の
技

術
的
基
盤
を
つ
く
り
だ
し
、
さ
ら
に

L
A
N
、
V
A
N
な
と
情
報
化
の
進
展
を
媒
介
と
し
て
製
造
業
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
金
融
、
商

業
、
運
輸
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
分
野
の
効
率
化
の
諸
条
件
を
形
成
し
て
き
た
。

T
Q
C
が

ιわ
か
に
脚
光
を
あ
び
る
に
い
た
っ
た
の
に

辻
、
こ
う
し
た
社
会
的
、
経
済
的
、
技
術
的
な
事
情
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

同
最
近
の
小
集
団
活
動
は
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
白
常
業
務
と
の
関
連
性
を
い
っ
そ
う
強
め
て
き
て
い
る
。
電
機
労
連
の
調
査
に
よ
っ

て
も
、
こ
こ
五
年
間
、
小
集
団
活
動
と
日
常
業
務
と
の
結
び
つ
き
に
関
し
て
は
第
7
図
に
み
る
よ
う
に
、

「
結
び
つ
き
が
か
な
り
強
く
な

っ
た
」

一
九
・
七
銘
、

「
幾
分
強
く
な
っ
た
し
二
一
一
了
九
銘
が
、

「
幾
分
弱
く
な
ワ
た
」
ニ
・
九
労
、

「
か
な
り
弱
く
な
っ
た
」

0
・
五

Mm
を
大
き
く
離
し
て
い
る
。

ま
た
、

「
会
社
の
日
常
業
務
が
円
滑
に
行
な
わ
れ
る
た
め
に
は
小
集
団
活
動
が
不
可
欠
」
ハ
前
掲
、
電
機
労
連
『
調
査
』
)
と
い
う
認
識

が
広
ま
り
、
小
集
団
活
動
に
対
す
る
企
業
の
期
待
も
日
常
業
務
の
改
善
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
小
集
団
活
動
は
日
常
業
務
と

の
関
連
で
、
品
質
向
上
、

コ
ス
ト
削
減
、
能
率
増
進
と
い
う
直
接
的
経
済
効
果
を
め
ざ
す
目
標
を
か
か
げ
て
推
進
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
ま
た
、
企
業
は
オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
以
来
の
「
減
量
経
営
」
の
も
と
で
の
コ
ス
ト
削
減
、
生
産
性
向
上
を
め
ざ
し
、
こ
れ
と
目
標
管

理
と
の
結
合
を
強
化
し
な
が
ら
日
常
業
務
を
T
Q
C
と
し
て
推
進
し
て
き
た

Q

さ
ら
に
、
こ
の
小
集
団
活
動
が
企
業
の
日
常
業
務
を
中
心

課
題
と
す
る
と
と
か
ら
、
と
く
じ
最
近
の

M
E
化
で
急
変
す
る
技
術
と
職
場
の
労
働
に
対
応
し
、
仕
事
や
技
術
を
取
得
し
た
い
と
い
う
労

働
者
の
労
働
意
欲
と
要
求
に
一
面
で
は
応
え
、
他
面
で
は
企
業
の
日
常
業
務
と
し
て
の
強
制
力
も
強
く
働
く
と
と
に
な
る
と
い
え
よ
う
。



~ 
d、

「
職
務

伊j
え

胞
（
ア

グ
制
」

小集団活動のテーマと社会の日常業務と
の結びつきの最近5年間の変化

第7図

集
団
活
動
が
労
働
者
の
創
意
工
夫
と
自

再
設
計
」
と
い
っ
た
新
た
な
方
向
へ
の

ば
「
分
社
」
制
の
事
例
と
し
て
は
、

ft. メ
ど i
がハ
" ＼ーノ

げ群
ら I-;-
れ〈古ff

学列
製
作
所
。〉

一寸
人= 
業

己
啓
発
、

多
面
的
な

σコ
ち

モ
ラ
ー
ル
・
ア
ッ
プ
、

「
労
働
の
人
間
化
」

な
ど
を
め
ざ
し
、

「
分
社
」
制
や

に
み
る
日 展

開
を
し
め
し
て
い
る
。

本
電
気
の
「
ミ
ニ
会
社
」
、
京
セ
ラ
事
業
部
の
係
・
班
ご
と
の
「
動
態
的
細

内
『
独
立
法
人
企
業
』
」
、
新
城
製
作
所
の
「
プ
ラ
ン
ト
・
イ
ン
・
キ
ャ
ノ
ン
・
ブ
ロ
ツ

（%） かなり弱くなった
0.5 

職
場
小
集
団
活
動
と
日
本
的
生
産
シ
ス
テ
ム

変らない
45.5 

ま
た
、

「
労
働
の
人
間
化
」
を
志
向
し
た
「
職
務
再
設
計
」

の
事
例

と
し
て
は
、

セ
イ
コ
ー
光
機
、
富
士
重
工
群
馬
工
場
、
ゼ
ネ
ラ
ル
川
崎

日
本
ラ
ジ
エ
タ
1
佐
野
工
場
、
三
菱
電

機
中
津
川
製
作
所
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
（
や
こ
れ
ら
の
の
う
ち
三
菱
電
機

工
場
、
関
東
精
器
大
官
工
場
、

を
と
り
あ
げ
れ
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
中
津
川
製
作
所
飯
田
工
場
は
早
く
か
ら
コ
ン
ベ
ア
・
ラ
イ
ン
を

麗
止
し
、

J
E
L
Q号
H
W

巳
良
官
官
O
D
H）
生
産
方
式
と
よ
ば
れ
る
、

出所：第1図に同じ。

製
品
（
主
に
換
気
扇
）

一
台
の
組
み
立
て
を
一
人
の
作
業
者
が
初
め
か

ら
終
り
ま
で
実
施
す
る
作
業
方
式
を
採
っ
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

こ
の

J
E
L
生
産
方
式
も
小
集
団
活
動
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。

小
集
団
は
三

t
五
人
を
単
位
と
し
、

生
産
量
、

品
質
、

納
期
、

コ
ス

ト
、
安
全
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
目
標
を
掲
げ
、
作
業
者
自
身
が
集
団
に

四
七
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四
l¥. 

の
作
口
議
会
般
を
お
こ
な
う
。
小
集
団
は
始
業
前
お
よ
び
終
了
後
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
も
ち
、
作
業
計
画
お
よ
び

(

m

)

 

実
績
と
問
題
点
に
つ
い
て
議
論
し
、
毎
日
そ
の
内
容
を
「
白
主
管
理
板
」
と
い
う
報
告
様
式
に
記
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

お
い
て
句
目
白
ロ
l
り
0
1
ω
0
0

う
な
三
菱
電
機
の
生
産
方
式
に
つ
い
て
、
林
護
氏
は
次
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
。

「
自
主
管
理
と
い
っ
て
も
、
そ
の
背
景
に
お
い
て
は

集
団
お
よ
び
個
人
の
生
産
目
標
が
企
業
全
体
の
生
産
管
理
の
内
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
作
業
の
進
行
管
理
が
個
人

の
自
主
性
に
委
せ
ら
れ
て
い
る
ど
け
集
団
問
お
よ
び
個
人
間
の
競
争
間
関
係
は
強
空
る
と
い
う
点
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
」

乙
の
企
業
全
体
の
生
産
管
理
に
組
み
込
ま
れ
た
作
業
の
進
行
管
理
だ
け
が
個
人
の
「
白
主
性
L

に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
は
、

松
下
電
器
や
富
士
通
館
林
工
場
の
フ
リ

1
・
フ
ロ

i
・
ラ
イ
ン
も
同
様
で
あ
る
。
森
清
氏
は
富
士
通
館
林
工
場
の
フ
リ

l
・
プ
ロ

1
・
ラ

イ
ン
を
次
の
よ
う
に
特
徴
づ
け
て
い
る
。

と
、
パ
レ
ッ
ト
は
次
工
程
に
回
ら
な
い
。
つ
ま
り
最
も
習
熟
度
の
低
い
人
に
コ
ン
ベ
ヤ
ー
の
ス
ピ
ー
ド
を
合
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て

「
こ
の
ブ
リ
l
・
フ
ロ

l
・
ラ
イ
ン
で
は
、
チ
ー
ム
全
員
が
作
業
終
了
の
ボ
タ
ン
を
押
さ
な
い

厳
密
な
分
業
制
に
な
っ
て
い
な
い
か
ら
、
作
口
議
を
早
く
終
え
た
人
が
お
く
れ
て
い
る
人
き
子
~
伝
え
る
。
こ
ん
な
形
で
助
け
合
う
こ
と
で
生

産
性
が
保
た
れ
て
い
る
。
」
「
四
分
か
か
っ
て
い
だ
組
み
立
て
作
業
が
、

り
、
さ
ら
に
時
間
が
た
つ
て
二
分
半
に
な
っ
た
と
い
う
実
績
が
あ
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
小
集
団
活
動
で
あ
る
。
富
士
通
で
全
社
的

フ
リ

i
・
フ
ロ

i
・
ラ
イ
ン
に
な
っ
て
二
週
間
目
に
は
三
分
と
な

に
行
わ
れ
て
い
る
小
集
団
活
動
は
高
信
頼
性
運
動
と
時
ば
れ
て
い
る
が
、
こ
の
小
集
団
活
動
で
、
人
び
と
の
意
見
が
整
理
さ
れ
方
向
づ
け

ら
れ
る
。
フ
リ

1
・
フ
ロ

i
・
ラ
イ
ン
で
作
業
時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
た
の
も
、
機
械
化
の
力
だ
け
で
は
な
く
、
互
い
に
力
を
貸
し
合

(
M
M
)
 

う
こ
と
に
よ
っ
て
か
え
っ
て
チ

l
ム
員
に
迷
惑
を
か
け
ま
い
と
努
め
る
こ
と
が
大
き
い
と
み
る
の
は
う
が
ち
す
ぎ
だ
ろ
う
か
。
」

こ
の
富
士
通
の
フ
リ

i
・
ア
ロ

l
・
ラ
イ
ン
も
、
あ
ら
か
じ
め
生
産
目
標
が
設
定
さ
れ
、
そ
れ
が
各
ラ
イ
ン
に
表
示
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
「
自
主
性
」
も
作
業
管
理
に
狭
く
限
定
き
れ
て
い
る
こ
と
で
は
三
菱
電
機
の
場
合
と
大
き
く
異
な
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
問
題



は
、
森
清
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
作
業
の
チ

l
ム
・
ワ

l
ク
に
よ
る
能
率
向
上
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
企
業
は
、
チ

i
ム
・
ワ

l
ク
の
生
産
力
を
、
限
定
さ
れ
た
枠
内
で
の
「
自
主
性
」
の
な
か
で
、
こ
れ
を
引
き
だ
し
、
管
理
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る

と
い
え
よ
う
。
こ
の
問
題
は
の
ち
に
再
び
ふ
れ
た
い
。

(
1
)
Q
C
(
ρ
ロ
田
宮
司
。
。
己

gH〉
は
周
知
の
よ
う
に
品
質
管
理
の
こ
と
で
、
こ
れ
は
も
と
も
統
計
的
解
析
手
法
を
利
用
し
た
管
理
者
、
技
術
者
を
対

象
と
す
る
教
育
訓
練
の
運
動
で
第
二
次
大
戦
中
ア
メ
リ
カ
で
実
施
さ
れ
て
い
た
が
、
日
本
に
は
一
九
四
八
、
九
年
ご
ろ
に
導
入
さ
れ
て
き
た
。
日
本

で
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
品
質
管
理
は
作
業
改
善
、
コ
ス
ト
削
減
な
ど
の
労
働
者
自
ら
の
取
組
み
を
意
味
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
Q
C
は
日
本

で
は
Z
D
を
含
め
て
労
働
者
の
「
自
主
的
活
動
(
J
K
こ
と
し
て
推
進
さ
れ
、
今
日
で
は
T
Q
C
(
全
社
的
品
質
管
理
)
の
レ
ペ
ル
に
ま
で
展
開
し

て
い
る
が
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
を
す
べ
て
職
場
小
集
団
活
動
と
し
て
扱
う
こ
と
に
す
る
。

Q

C
サ
ー
ク
ル
活
動
の
開
始
は
、
一
九
六
二
、
三
年
ご

ろ
、
と
く
に
「
日
本
科
学
技
術
連
盟
」
に
よ
る
機
関
誌
『
現
場
と
Q
C
』
(
現
在
は
『
F
Q
C』
に
改
称
)
の
発
刊
(
一
九
六
二
年
〉
を
機
会
に
、

全
国
の
各
工
場
で
取
り
組
み
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
う
し
て
一
九
六
一
一
一
年
五
月
に
は
第
一
回
の
Q
C
大
会
が
開
催
さ
れ
、
各
サ
ー
ク
ル
の
経

験
交
流
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
一
九
八
二
年
現
在
、
さ
き
の
「
連
盟
」
に
あ
る
Q
C
サ
ー
ク
ル
本
部
へ
の
登
録
サ
ー
ク
ル
数
約
=
二
万
、
メ
ン
バ
ー
数

一
一
八
万
人
、
未
登
録
分
を
含
め
れ
ば
ニ

O
O万
人
以
上
に
及
ぶ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

他
方
、

Z
D
(
N
四
円
。
ロ
叩
町
四
三
回
)
と
い
う
「
従
業
員
一
人
ひ
と
り
が
注
意
と
工
夫
に
よ
っ
て
仕
事
の
欠
点
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
目
標
」
と
す
る

活
動
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
一
九
六
二
年
ア
メ
リ
カ
軍
需
工
場
を
発
祥
地
と
す
る
。
一
九
六
五
年
日
本
電
気
が
日
本
能
率
協
会
の
協
力

に
よ
り
初
め
て
導
入
し
、
そ
の
ご
電
機
産
業
を
中
心
に
急
速
な
普
及
を
み
た
。

職
場
小
集
団
活
動
に
は
こ
の
他
に
も
技
法
と
し
て

I
E
(
生
産
工
学
)
、

V
E
・
V
A
(価
値
分
析
)
な
と
あ
る
が
、
活
動
に
は
大
差
は
な
い
の

で
、
本
稿
で
は
断
わ
ら
な
い
か
ぎ
り
、
こ
れ
ら
の
も
の
の
総
称
と
し
て
「
職
場
小
集
団
活
動
」
〈
以
下
、
「
小
集
団
活
動
」
と
略
称
)
を
使
用
し
た

(

2

)

社
会
経
済
国
民
会
議
の
調
査
(
一
九
八
三
年
一
月
)
に
よ
れ
ば
小
集
団
活
動
を
導
入
し
た
企
業
が
七

O
年
三
五
・
六
%
、
八
三
年
に
は
八
o
v
d

と
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
、
八

0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
広
が
り
が
急
速
で
あ
る
(
『
労
政
時
報
』
第
二
六
六
六
号
、
一
九
八
三
年
一

O
月
二
八

日
、
三

0
ペ
ー
ジ
)
。

ハ
3
)

日
本
科
学
技
術
連
盟
(
以
下
、
日
科
技
連
と
略
称
)
・

Q
C
サ
ー
ク
ル
本
部
編

『
Q
C
サ
ー
ク
ル
綱
領
』
(
日
科
技
連
、

一
九
七

O
年
〉
二
。
へ

職
場
小
集
団
活
動
と
日
本
的
生
産
シ
ス
テ
ム

四
九



立
教
経
済
学
研
究
第
四

O
巻
四
号
(
一
九
八
七
年
〉

五
O

ー
ジ
以
下
。

(

4

)

電
機
産
業
に
お
け
る
小
集
団
活
動
に
つ
い
て
は
林
護
稿
「
電
機
産
業
に
お
け
る
労
働
者
管
理
」
ハ
早
川
征
一
郎
他
編
『
電
機
産
業
に
お
け
る
労

働
組
合
』
大
月
書
底
、
一
九
八
四
年
)
、
ま
た
鉄
鋼
業
に
関
し
て
は
道
又
健
治
郎
他
著
『
鉄
鋼
業
の
『
合
理
化
』
と
企
業
内
教
育
』
(
北
海
道
大
学
教

育
学
部
、
一
九
七
四
年
)
、
京
谷
栄
二
稿
「
職
場
に
お
け
る
小
集
同
活
動
の
現
実
と
性
格
」
(
『
三
田
学
会
雑
誌
』
七
五
巻
二
号
二
九
八
二
年
四
月
て

仁
田
道
夫
稿
「
管
理
技
術
の
日
本
的
展
開
と
『
白
主
管
理
活
動
』
」
(
『
東
京
大
学
経
済
学
研
究
』
第
二

O
巻
、
一
九
七
七
年
)
、
同
稿
「
『
自
主
管
理

活
動
』
の
登
場
と
生
産
・
労
務
管
理
[
|
一
九
六

0
年
代
前
半
鉄
鋼
業
の
事
情
|
|
」
(
社
会
政
策
学
会
年
報
第
二
二
集
『
戦
後
体
制
と
労
資
関
係
』

御
茶
の
水
害
一
房
一
、
一
九
七
八
年
〉
、
同
稿
「
鉄
鋼
業
の
『
自
主
管
理
活
動
』
|
|
動
員
型
生
産
・
労
務
管
理
の
分
析

l
!」
(
『
日
本
労
働
協
会
雑
誌
』

一
九
七
八
年
九
月
号
〉
、
安
井
恒
則
箸
『
現
代
大
企
業
の
労
働
と
管
理
』
(
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
八
六
年
)
な
ど
の
す
ぐ
れ
た
研
究
が
あ
る
。

〈

5
)

新
日
鉄
の
「
自
主
管
理
活
動
」
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い
紹
介
と
し
て
は
、
岩
井
正
和
著
『
新
日
鉄
マ
ン
パ
ワ

l
革
命
|
|
君
津
J

K
活
動
の
秘

密

i
i』
(
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
一
九
八
一
年
)
が
あ
る
。

(

6

)

鉄
鋼
労
連
『
鉄
鋼
労
働
者
の
生
活
と
意
識
調
査
』
。

〈

7
)

下
請
企
業
を
ま
き
こ
ん
だ
小
集
団
、
活
動
の
実
態
に
つ
い
て
は
猿
田
正
機
稿
「
職
場
に
お
け
る
能
力
主
義
・
小
集
団
管
理
の
仕
組
み
と
役
割

!
l

A
自
動
車
を
事
例
と
し
て

l
l」
(
黒
川
俊
雄
編
『
労
働
組
合
の
民
主
的
変
革
』
労
働
旬
報
社
、
一
九
八
五
年
〉
。

(

8

)

林
護
稿
「
電
機
産
業
に
お
け
る
労
働
者
管
理
」
(
前
掲
『
電
機
産
業
に
お
け
る
労
働
組
合
』
)
八
二

l
四
ペ
ー
ジ
。

ハ
9
〉
今
野
浩
一
郎
稿
「
六
社
の
事
例
に
み
る
日
本
的
職
務
設
計
と
そ
の
特
徴
」
(
『
I
E』
一
九
七
六
年
一

O
月
号
)
二
七
ペ
ー
ジ
以
下
。

(

ω

)

奥
井
礼
喜
著
『
「
や
る
気
」
の
自
主
管
理
』
(
労
働
基
準
調
査
会
、
一
九
八
三
年
)
。

ハ
日
〉
林
護
稿
「
電
機
産
業
に
お
け
る
労
働
者
管
理
」
ハ
前
掲
『
電
機
産
業
に
お
け
る
労
働
組
合
』
)
八
三
ペ
ー
ジ
。

ハ
U
〉
つ
高
度
情
報
化
工
場
。
へ
の
あ
る
実
験
l
l
l
富
士
通
館
林
工
場
に
み
る

F
A
と
人
間
|
|
」
(
『
週
刊
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』

二
日
号
〉
。

一
九
八
四
年
五
月
二

二
、
職
場
共
同
体
と
職
場
小
集
団
活
動

本
稿
の
最
初
で
、
小
集
団
活
動
の
特
徴
と
し
て
、
そ
れ
へ
の
広
範
な
労
働
者
の
参
加
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
の
よ
う
な
多



数
の
労
働
者
の
参
加
の
要
因
に
、
自
主
怯
を
重
ん
ず
る
こ
と
を
建
前
と
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
、
企
業
は
労
働
者
の
参
加
を
義
務
づ
け
た

り
、
あ
る
い
は
労
働
者
の
全
員
参
加
を
暗
黙
の
前
提
と
し
て
各
種
の
職
場
組
織
や
そ
の
運
動
が
な
さ
れ
、
職
場
共
同
体
的
な
強
制
が
強
く

作
用
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
円
。
本
章
で
は
、
こ
う
し
た
強
制
が
労
働
者
を
強
く
律
し
て
い
る
状
況
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
点

か
ら
検
討
し
た
い
。

付
小
集
団
活
動
日
日
常
業
務
の
改
善
活
動
と
し
て
の
参
加

労
働
者
へ
の
小
集
団
活
動
参
加
強
制
が
強
力
に
な
る
要
因
の
第
一
は
、
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
小
集
団
活
動
が
全
社
を
あ
げ
て
の
運
動

と
し
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
。
と
の
運
動
の
推
進
組
織
は
企
業
の
管
理
機
構
と
一
体
の
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
こ
の
運
動
の
テ

!
?
・
目
標
は
企
業
の
ト
ッ
プ
が
戦
略
的
に
決
定
し
た
課
題
の
大
枠
を
前
提
と
し
、
あ
ら
か
じ
め
立
案
さ
れ
た
「
全
社
的
な
業
務
改
善
計

画
」
に
も
と
づ
い
た
中
(
長
)
期
的
な
経
営
課
題
と
直
接
に
結
合
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
毎
日
の
予
算
計
画
に
そ
っ
た
日
常
業
務
の
改

議
同
を
中
心
に
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
組
織
と
課
題
を
も
っ
小
集
団
活
動
は
、
役
職
者
の
指
導
の
も
と
に
推
進
さ

れ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
れ
ば
、
職
場
の
労
働
者
は
全
員
参
加
の
義
務
が
な
く
と
も
、
参
加
へ
の
強
制
力
は
充
分
に
発
揮
さ
れ
る
こ
と

は
当
然
で
あ
ろ
う
。

円

2
〉

こ
う
し
た
実
例
を
、
小
集
団
活
動
で
は
か
な
り
古
い
歴
史
を
も
っ
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
場
合
で
検
討
し
た
い
。

ト
ヨ
タ
自
動
車
に
は
一
九
八
三
年
現
在
、
現
業
部
門
に
約
五
、
四

O
Oの
Q
C
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
、
各
グ
ル
ー
プ
の
平
均
メ
ン
バ
ー
数

は
六
・
二
名
、
完
結
テ

l
マ
件
数
は
年
間
一
サ
ー
ク
ル
コ
了
四
件
、
サ
ー
ク
ル
会
合
回
数
は
一
テ

l
マ
当
た
り
六
・
七
回
、
会
合
時
間
六

-
四
時
間
、
平
均
一
回
一
時
間
で
あ
る
。

そ
し
て
、
生
産
現
場
で
の
参J
加
者
は
ほ
ぼ
一

O
O
Mと
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
第
8
図
に
み
る
よ
う
に
、
企
業
の
管
理
(
職
制
)

職
場
小
集
団
活
動
と
日
本
的
生
産
シ
ス
テ
ム

五
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第
8
図

ト
ヨ
タ
自
動
車
iニ

お
け
る

Q
C
サ
ー
ク
ル
の
構
成
と
そ
の
職
制
組
織
と
の
関
係

F
F
川

高
福

司

同
11

<
 Q C

サ
ー
ク
ル
の
構
!
武
〉

Q
C
サ
ー
ク
ル
は
班
単
位
程
度
て
ソ
j、
ク
ホ
ル
ー
フ
む
を

編
成

「
る

が
，

テ
ー

マ
の

内
容

に
よ

勺
て

は
他

組
，

他
係

，
他

部
署

と
の

連
合

サ
ー

ク
ル

，
グ

ル
ー

プ

を
細

分
化

す
る

ミ
ニ

サ
ー

ク
lレ

な
ど
も
あ
る
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

技
能

員
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「↑/市内丸山姐

出
所
:
門
岡
安
弘
編
著
『
ト
ヨ
タ
生
産
方
式
の
新
展
開
H

日
本
能
率
協
会
，

1983年〉。



第
9
図

ト
ヨ
タ
自
動
車
の

Q
C
サ
ー
ク
ル
活
動
の
進
め
方

語
会
議
Z
方
向
づ
け
|
に
コ
|

部
門

工
場

推
進

計
四

活
動
へ
の
助
言
援
助

出
所
:

W工
場
管
理
~

1982年
5
月
号
。

番
手
容
も
却
堅
固
}
担
議
.
.
>
J
国
持
者
矧
制
，
，
:
¥
1
'
(
¥
ト
イ

[一:
Q
C
サ

ー
ク

ル
の

活
動

1
ー
-
-
:
ア
ト
、
パ
イ
ザ
ー
の
瀞
力
]

l-R 
11] 



立
教
経
済
学
研
究
第
四

O
巻
四
号
(
一
九
八
七
年
)

五
回

組
織
と
Q
C
サ
ー
ク
ル
推
進
委
員
会
の
組
織
と
は
完
全
に
一
体
化
し
て
い
る
。
こ
の

Q
C
サ
ー
ク
ル
は
基
本
的
に
は
班
単
位
を
基
礎
と

し
、
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
班
長
と
そ
の
部
下
で
あ
る
作
業
員
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
活
動
に
応
じ
て
ミ
ニ
サ
ー
ク
ル
や
連
合
サ
ー
ク
ル

を
組
織
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

こ
の

Q
C
サ
ー
ク
ル
活
動
の
進
め
方
は
、
第
9
図
に
み
る
よ
う
に
、

、
「
サ
ー
ク
ル
の
編
成
」
に
は
じ
ま
り
「
リ
ー
ダ
ー
の
選
出
」

i
-

「
Q
C
サ
ー
ク
ル
の
登
録
」

1

↓
「
問
題
点
の
把
握
」
}
↓
「
目
標
設
定
」

1
1
v
「
改
善
案
の
立
案
」
さ
ら
に
「
標
準
化
・
再
発
防
止
」

-
+
「
活
動
報
告
の
申
告
」
で
一
段
落
し
、
再
び
サ
イ
ク
ル
を
す
す
め
る
順
序
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
サ
イ
ク
ル
の
過
程
で
、
作
業
部
門
の
エ
長
あ
る
い
は
現
場
監
督
の
組
長
が
、
第
9
図
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
テ

i
マ
や
活

動
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
こ
な
う
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
「
完
結
テ

l
マ
の
評
価
」
も
お
こ
な
い
、

「
表
彰
サ
ー
ク
ル
の
推
薦
」
を
お

こ
な
う
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
工
長
や
組
長
は
、
第
8
図
に
み
る
よ
う
に
、
課
長
や
部
長
の
統
轄
の
も
と
に
お
か
れ
、
会
社
全
体
の
計
画

目
標
が
貫
徹
す
る
よ
う
に
、
き
め
こ
ま
か
な
運
営
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、

ト
ヨ
タ
自
動
車
に
あ
っ
て
は
、

Q
C
サ
ー
ク
ル
活
動
の
「
自
主
性
」
は
、
ト
ッ
プ
・
マ
、
不
ジ
メ
ン
ト
か
ら

現
場
監
督
に
い
た
る
ま
で
の
企
業
管
理
の
き
め
こ
ま
か
な
ネ
ッ
ト
・
ワ

l
ク
の
枠
の
な
か
で
の
「
自
主
性
」
に
す
ぎ
な
い
こ
と
は
あ
き
ら

か
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
Q
C
サ
ー
ク
ル
と
企
業
組
織
の
一
体
化
は
、

Q
C
サ
ー
ク
ル
の
発
表
会
や
そ
れ
に
対
応
し
た
表
彰
制
度
に
よ
っ
て

補
完
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
発
表
会
と
表
彰
は
、
第
叩
図
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
係
、
課
、
部
、
部
門
、
工
場
、
社
内
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル

で
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
表
彰
は
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
の
職
制
の
権
限
に
属
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の

Q
C
サ
ー
ク
ル
の
テ

l
マ・

B
標
は
一
九
七
五
年
以
降
そ
れ
ま
で
の
「
品
質
」
主
体
か
ら
「
保
全
」

「
原
価
」

「
安
全
」
へ
と
対



トヨタ自動車l乙おけるQCサークル活動の表彰制度

(表彰名|評価内容

「

表彰区分 表彰件数 発表会

イQ憂トC叶ークル 1~こ選考会で選定( う1回
ヨ秀タ賞賞 された 5サークル トヨタ賞発表ム百年間

1次選考会で選に (1次ム的 I! 11 

l Jタレ業トョ の(白3土継~続活閥的動) 
優良質 もれたサークル | 

部発門・工し場選審萱会
ヨμJい ~阜語、、 ロ口日 で表 にもれ併門・工場発表時 I! 

たサークノレ
ト一一←一一

委員会表彰 宮門・工脅ごと 但内発表骨 1凪
1件以 | 年(紛

部門・工表場彰
サQーCク“M 

委員会
部ご~ I削工場発表的 I! 

課11世話人会 }j二表彰

アドバイザ 係ごと f ，;~;，: 41'"':: ~1~-~ J JJ 
一会 表 彰

金

委Jl会賞 分各 1件以内

表彰 長民 I! 

賞
I! 

各 2件以内

QCサ一 部門・工場主再Yー 部各ごと分野ごと
テーマ クルの個委員会表 1件以内

表彰哩の完結世話人会 アドパイザー会表 ( うアーマ表 彰 彰の113ft

アドバ表イザ 努力賞の1/3件
一会彰

ト一一

1 努 力 賞 完結テーマ全部

アドパイ 部サ2ー門以(・工ま内た場はアsドパadイ) 
アドバザーの 指 委 員 会 表 彰

イザー導援助活
1名
部アドバイザー表彰 動 部門・工場
( ;i 1:ごは:s.ad.l

( 1年間) 委員会表彰 1名以内

第10図

職
場
小
集
団
活
動
と
日
本
的
生
産
シ
ス
テ
ム

象
領
域
を
拡
大

し
、
小
集
団
活
動

と
し
て
の
体
制
強

化
を
は
か
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
る

が
、
い
ず
れ
に
せ

ょ
、
こ
れ
ら
の
テ

ー
マ
は
日
常
業
務

の
改
善
に
関
す
る

も
の
で
あ
る
。
ト

ヨ
タ
自
動
車
に
お

け
る
い
日
常
業
務

出所:第8図に同じ。

は
、
す
べ
て
「
か

ん
ぱ
ん
」
方
式
と

よ
ば
れ
る
「
ト
ヨ

タ
生
産
方
式
」
に

集
約
さ
れ
る
。
こ

五
五
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の
「
ト
ヨ
タ
生
産
方
式
」
は
「
コ
ス
ト
低
減
を
目
標
と
し
て
、
過
剰
な
在
庫
、
過
剰
な
人
員
の
ム
グ
を
徹
底
的
に
排
除
す
る
も
の
で
、
ジ

ヤ
ス
ト
・
イ
ン
・
タ
イ
ム
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
必
要
な
物
を
、
必
要
な
時
に
、
必
要
な
歪
だ
け
つ
く
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の

ト
ヨ
タ
生
産
方
式
は
Q
C
サ
ー
ク
ル
活
動
と
改
善
提
案
と
密
接
不
離
に
一
体
化
し
た
も
の
で
あ
り
、

「
か
ん
ば
ん
」
方
式
は
こ
れ
ら
の
労

働
者
の
改
善
活
動
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
若
干
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

ト
ヨ
タ
自
動
車
の
各
工
場
に
お
け
る
毎
日
の
各
工
程
へ
の
実
際
の
生
産
指
示
は
、
最
終
組
立
ラ
イ
ン
か
ら
発
し
て
順
次
に
後
工
程
が
前

工
程
か
ら
「
必
要
な
物
を
、
必
要
な
時
に
、
必
要
な
量
」
の
「
か
ん
ぱ
ん
」
を
使
っ
て
引
き
取
り
、
余
分
の
も
の
を
つ
く
ら
な
い
こ
と
を

原
則
に
お
こ
な
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
方
式
は
、
一
一
つ
の
目
標
を
も
ワ
て
い
る
。

一
つ
は
需
要
変
動
に
応
じ
て
弾
方
的
に
各
ラ
イ
ン
の

編
成
が
え
を
お
こ
な
っ
て
、

「
ム
ダ
」
な
人
員
を
排
除
す
る
「
少
人
化
」
を
め
ざ
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
に
、
職
場
で
は
、
の
ち
に
く
わ

し
く
ふ
れ
る
ジ
ョ
ブ
・
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
「
多
能
工
化
」
を
お
し
す
す
め
、

「
柔
軟
な
職
務
構
造
」
づ
く
り
が
お
こ
な
わ
れ
て
い

る
。
他
の
ひ
と
つ
は
、
製
品
の
品
質
管
理
を
達
成
す
る
た
め
の
「
白
働
化
」
を
め
ざ
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
工
程
に
お
け
る

「
不
具
合
L

〈
不
良
品
や
機
械
故
障
の
異
常
)
の
根
木
原
因
を
追
求
し
、
原
因
を
除
去
し
、
改
善
措
置
を
講
ず
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、

「
少
人
化
」
の
た
め
の
「
柔
軟
な
職
務
」
づ
く
り
と
「
自
働
化
」
の
た
め
の
「
不
具
合
」
の
除
去
と
い
う
二
つ
の
目
標

に
対
す
る
改
善
の
取
り
組
み
ゃ
改
善
提
案
が
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
の

Q
C
サ
ー
ク
ル
活
動
で
あ
り
、
提
案
制
度
な
の
で
あ
る
。

」
の
よ
う
に

Q
C
サ
ー
ク
ル
活
動
と
提
案
制
度
は
、

「
か
ん
ば
ん
」
方
式
を
支
え
る
二
本
の
重
要
な
柱
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
の

T
Q
C
は
、
全
社
的
な
管
理
組
織
を
基
盤
に
組
織
さ
れ
、
各
管
理
組
織
の
レ
ベ
ル
の
職
制

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
も
と
で
の
「
白
主
活
動
」
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
ど
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
の

Q
C
サ
ー
ク
ル
と
提
案
制
度
が
ト

ヨ
タ
自
動
車
の
発
展
そ
の
も
の
を
支
え
て
い
る
「
か
ん
ぱ
ん
」
方
式
の
構
成
部
分
と
な
り
、
こ
の
生
産
方
式
の
支
柱
と
し
て
設
定
さ
れ
て
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職
場
小
集
団
活
動
と
日
本
的
生
産
シ
ス
テ
ム

五
七
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日本電気「ミ=会社」の組織

工務センター長

品質管理部長

安全衛生局長

長苦E理内経

第12図

コンサルタント

u圧長)

長ネ土

(副社長)
(グループ長)

↓ 
(大型フライス加工が主体)

(旋盤加工が主体)

)
名
づ
略

フライスーじ業社

セルフヰ土マイ

(板金加工が主体)ダイナミ ッ ク 社

計 8社

出所:第11図に周じ。

五
八

い
る
も
の
の
で
あ
る
か

ら
、
こ
の
小
集
回
活
動

は
文
字
通
り
会
社
の
重

要
な
仕
事
そ
の
も
の
な

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
こ
か
ら
離
脱
す

る
こ
と
は
、
労
働
者
と

tJ:.ハし
い3 て

0'-'許

さ
れ
る
は
ず
が

さ
ら
に
、
小
集
団
活

動
が
企
業
の
日
常
業
務

と
な
っ
て
す
す
め
ち
れ

て
い
る
事
例
と
し
?
、

日
本
電
気
の
周
辺
装
置

事
業
部
機
工
部
。
一
一
回

工
場
)
σコ

「
ミ
ニ
ム
一
品

社
」
組
織
を
検
討
し
た
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こ
こ
で
は

Z
D
逼
動
や

Q
C
サ
ー
ク
ル
活
動
の
反
省
か
ら
「
ミ
ニ
会
社
」
組
織
が
生
ま
れ
た
と
い
う
。
こ
の
「
ミ
ニ
会
社
」
は
三
田
工

場
内
に
八
社
あ
る
が
、
こ
れ
は
製
造
ラ
イ
ン
の
各
工
程
に
属
す
る
班
員
の
小
集
団
で
、
第
日
図
の
円
形
が
そ
れ
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

第
ロ
図
は
「
ミ
ニ
会
社
」
の
組
織
図
で
あ
る
が
、
こ
の
会
社
員
全
員
は
な
ん
ら
か
の
会
社
役
員
に
つ
き
、
そ
の
役
割
を
分
担
し
て
い

る
。
班
長
は
こ
の
「
ミ
ニ
会
社
」
か
ら
離
れ
て
、

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
「
ミ
ニ
会
社
」
の
運
営
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
立
場
に
な

る
。
そ
し
て
、
「
フ
ラ
イ
ス
工
業
社
」
や
「
マ
イ
セ
ル
フ
社
」
と
い
っ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
ミ
ニ
会
社
」
は
、
「
原
則
と
し
て
一
つ
の
仕
事

は
一
社
で
最
後
ま
で
や
る
と
い
う
方
式
」
〈
「
一
個
流
し
の
原
則
」
)
と
「
独
立
採
算
」
に
よ
っ
て
、

「
自
主
的
な
」
作
業
改
並
口
・
生
産
性

向
上
を
め
ざ
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
「
ミ
ニ
会
社
」
は
、

「
小
集
団
が
一
つ
ひ
と
つ
、
企
業
に
な
っ
た
つ
も
り
で
担
当
業
務

を
こ
な
し
、
そ
の
成
績
を
会
社
の
利
益
に
見
た
て
て
競
争
さ
せ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
ミ
ニ
会
社
」
は
「
原
価
、

品
質
、
納
期
さ
え
守
れ
ば
あ
と
は
自
由
」
で
、

「
会
社
の
利
益
」
と
し
て
の
「
稼
ぎ
高
」
「
作
業
能
率
」
「
品
質
」
に
つ
い
て
相
互
競
争
し

合
う
。
こ
こ
で
の
「
一
個
流
し
の
原
則
」
は
「
ミ
ニ
会
社
」
の
自
律
性
を
高
め
る
上
で
有
意
義
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

「
自
分
の
専
門
以

外
の
作
業
も
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
こ
と
か
ら
、
自
然
に
「
多
能
工
化
」
が
も
た

h

り
さ
れ
る
と
い
う
。
こ
の
結
果
、

「
納
期
を
守
っ
て

く
れ
る
た
め
工
程
管
理
が
一
切
な
い
@
さ
ら
に
自
主
点
検
な
ど
と
い
う
と
と
で
間
接
エ
数
も
半
分
ぐ
ら
い
に
な
ワ
た
。
さ
ら
に
一
個
流
し

と
い
う
生
産
方
式
に
し
た
た
め
に
仕
掛
品
が
六
分
の
一
く
ら
い
に
な
っ
た
」
。

作
業
能
率
の
面
で
も
、

「
仕
事
量
は
平
均
し
て
一
一
一

O
l

一
三

O
%く
ら
い
考
え
ら
れ
ま
す
か
ら
、
黙
っ
て
い
て
も
能
率
は
二
一

O
l
一
三

CMmく
ら
い
に
な
っ
た
」
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に

(
小
集
団
)
は
、
会
社
の
日
常
業
務
の
全
て
を
一
括
し
て
、
小
集
団
活
動
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

「
ミ
ニ
会
社
」

「
こ
こ
で
み
ら
れ
る
の
は
、
た
ん
に
職
場
小
集
団
活
動
の
テ
!
マ
が
企
業
目
的
と
ス
ト
レ
ー
ト
に
一
体
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
に
と

職
場
小
集
団
活
動
と
日
本
的
生
産
シ
ス
テ
ム

五
九
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ど
ま
ら
な
い
で
、
ま
さ
に
会
社
の
日
常
業
務
を
ま
る
ご
と
職
場
の
小
集
団
が
『
自
発
的
』
に
請
け
お
っ
て
、
し
か
も
成
績
向
上
を
め
ざ
す

ハ
5
)

小
集
団
競
争
を
展
開
し
て
い
る
姿
が
あ
る
。
」

以
上
み
た
よ
う
な
企
業
に
よ
る
労
働
者
の
参
加
強
制
が
、
労
働
者
の
日
常
業
務
の
改
善
活
動
に
対
し
て
、
文
字
通
り
の
自
主
性
と
積
極

性
を
促
進
す
る
も
の
で
あ
る
よ
り
は
、
労
働
者
の
全
員
参
ノ
加
と
い
う
効
果
に
大
き
な
役
割
を
は
た
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ

と
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
企
業
は
そ
れ
と
と
も
に
自
主
位
を
強
調
し
て
や
ま
な
い
の
は
、
労
働
者
の
自
発
的
な
仕
事
改
善
へ
の
取
り
組
み

ゃ
、
労
働
者
の
労
働
へ
の
積
極
的
な
意
欲
と
い
う
も
の
が
、
こ
の
「
自
主
性
」
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
充
分
知
っ
て
い
る
か
ら

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
強
制
と
白
主
性
を
ど
の
よ
う
に
両
立
さ
せ
、
調
和
さ
せ
る
か
。
こ
れ
は
職
場
共
同
体
的
規
律
を
遇
じ
て
労
働
者
の

「
参
加
意
識
の
高
揚
」
に
よ
っ
て
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は

Q
C
サ
ー
ク
ル
が
生
産
管
理
の
技
術
と
し
て
導
入
さ
れ

な
が
ら
、
今
日
で
は
労
働
者
の
職
場
レ
ベ
ル
で
の
参
加
的
経
営
の
重
要
な
百
本
的
形
態
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
て
い
る
と
い
う
事
情

が
反
映
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

口
小
集
団
活
動
参
加
へ
の
経
済
的
、
非
経
済
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
プ

小
集
団
活
動
に
対
し
て
は
、
経
済
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
プ
・
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、

ω残
業
手
当
、
教
育
手
当
な
ど
の
諸
手
当
の
支
給
、

ω

成
果
配
分
と
し
て
の
能
率
給
な
ど
の
制
度
化
、
同
報
奨
金
な
ど
の
支
給
が
あ
る
。

ω残
業
手
当
な
ど
、
な
ん
ら
か
の
諸
手
当
を
支
給
し
て
い
る
企
業
は
す
で
に
み
た
よ
う
に
(
第
7
表
)
七

O
Mあ
っ
た
が
、
こ
れ
は
小

集
団
活
動
が
職
場
の
日
常
業
務
の
一
環
で
あ
る
こ
と
の
帰
結
で
あ
っ
て
、
こ
こ
か
ら
労
働
者
の
積
極
的
参
加
と
意
欲
を
期
待
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。
川
小
集
団
活
動
に
よ
る
成
果
が
各
グ
ル
ー
プ
単
位
に
測
定
さ
れ
、
そ
の
成
果
配
分
を
賃
金
シ
ス
テ
ム
に
反
映
さ
せ
る
こ
と

は
現
実
に
困
難
で
あ
る
。



ω報
奨
金
は
提
案
制
度
と
発
表
大
会
で
の
俊
秀
な
活
動
成
果
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
と
れ
は
金
額
の
多
寡
に
意
味
が

あ
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
「
表
彰
」
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
と
う
し
た
小
集
団
活
動
に
対
す
る
経
済
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
は
、
さ
き
に
ふ
れ
た
よ
う
な
参
加
強
制
へ

の
補
完
的
、
補
足
的
役
割
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
か
ら
労
働
者
の
小
集
団
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
や
改
善
へ
の
意
欲
を
期
待
で

き
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
小
集
団
活
動
に
対
す
る
非
経
済
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
検
討
し
よ
う
。
こ
れ
に
は

ω
Q
C
-
Z
D
サ
ー
ク
ル
の
事
業
所
、
全

社
、
全
国
な
ど
各
レ
ベ
ル
で
の
発
表
大
会
と
、
同
人
事
考
課
と
の
結
合
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

ω各
レ
ベ
ル
で
の
発
表
大
会
が
労
働
者
に
強

い
緊
張
感
を
余
儀
な
く
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
発
表
内
容
が
形
骸
化
せ
ず
、
こ
れ
が
労
働
者
の
経
験
の
交
流
を
促
し
、
彼
ら
の
技
術
向

上
へ
の
意
欲
に
こ
た
え
る
も
の
で
あ
る
か
、
ぎ
り
、

一
定
の
積
極
的
意
味
は
も
ち
う
る
と
い
え
よ
う
。

川
小
集
団
活
動
へ
の
参
加
態
度
が
人
事
考
課
の
対
象
と
な
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
実
態
に
つ
い
て
は
十
分
に
は
知
ら
れ
て
は
い
な
い

が
、
す
で
に
ふ
れ
た
よ
、
7
に
、
小
集
団
活
動
が
日
常
業
務
を
対
象
と
す
る
改
善
活
動
で
あ
り
、
参
加
義
務
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
か

ぎ
り
、
こ
の
小
集
団
活
動
へ
の
積
極
性
と
消
極
性
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
個
人
の
、
昇
進
制
と
結
び
つ
く
も
の
と
な
る
。

こ
こ
で
さ
き
に
も
み
た
日
本
電
気
の
「
ミ
ニ
会
社
」
の
ケ

l
ス
を
検
討
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
「
ミ
ニ
会
社
」
は
、
第
日
図
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

「
社
長
」
(
グ
ル
ー
プ
長
〉
、

「
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
)
(
班
長
)
、

ス
タ
ッ
フ
職

制
(
全
員
)
か
ら
な
る
が
、
と
こ
で
「
社
長
」
は
、
仕
事
の
状
況
や
納
期
を
つ
か
み
、
仕
事
を
と
っ
て
き
て
「
事
業
部
長
」
に
指
示
す

る
。
こ
の
「
事
業
部
長
」
は
「
社
員
」
に
仕
事
の
分
担
を
指
示
す
る
。
そ
し
て
「
ミ
ニ
会
社
」
同
志
が
納
期
や
品
質
で
競
争
し
合
う
。
そ

の
結
果
、
第
M
図
に
み
る
よ
う
に
、
「
成
績
」
に
あ
わ
せ
て
、

A
ラ
ン
ク
ハ
指
定
銘
柄
)
、

B
ラ
ン
ク
(
一
部
銘
柄
〉
、

C
ラ
ン
ク
(
二
部
銘

職
場
小
集
団
活
動
と
日
本
的
生
産
シ
ス
テ
ム

ー』

ノ、
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第13図

1月1回

ミニ会社協同組合

各社長(グループ長)，コンサルタント(班長)

およびスタッフ職制

開催

主管

出席者

1人当たりの稼ぎ高

作業能率(作業改善〕

不良損失(品質維持改善〉

等

議事内容。
0 

0 

~ 

柄
)
に
等
級
区
分
し
、

A
ラ
ン
ク
は
「
無
検
査
」
、

C
ラ
ン
ク
は
可
指
定
数
検
査
」
、

C
ラ

ン
ク
は
「
抜
取
検
査
L

を
う
け
る
。

A
一
フ
ン
グ
に
な
る
と
「
ミ
ニ
会
社
」
社
長
会
の
主
管

で
あ
る
「
協
同
組
合
」
よ
り
賞
状
を
、
づ
け
る
。
し
か
し
、
後
工
程
か
ら
一
件
で
も
ク
レ

i

ム
が
く
る
と
、

一
挙
に
C
ラ
ン
ク
に
落
ち
て
、
以
後
三
カ
月
間
に
わ
た
っ
て
実
績
を
検
討

さ
れ
て

B
ラ
ン
ク
に
戻
る
。
さ
ら
に
、
大
き
な
損
害
な
ど
を
発
宝
さ
せ
た
場
合
は
、

一「

社

員
」
全
員
が
集
ま
り
、

「
社
長
」
を
交
代
さ
せ
て
や
り
な
お
す
、
い
わ
ゆ
る
「
会
社
更
生

法
」
の
適
用
を
=
つ
け
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
結
果
、

「
優
良
会
社
」
の
「
J

位
長
」
は
次
期

班
長
候
補
と
な
っ
た
り
、
成
績
査
定
に
お
い
て
も
高
い
評
価
を
う
け
る
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
「
ミ
ニ
会
社
」
は
、

Q

C
サ
ー
ク
ル
の
稜
割
を
は
た
す
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
改
善
提
案
の
団
体
と
も
な
っ
て
い
る
。

「
ミ
ニ
会
社
」
の
一
年
間
の
提
案
目
標
は

0
0件
(
一
人
一

O
件
以
上
)
で
あ
り
、
こ
の
日
標
を
基
準
に
成
績
が
査
定
さ
れ
、

「
ム
五

「
ミ
ニ
会
社
」
そ
の
も
の
の
成
績
評
定

社
員
」
に
一
人
で
も
消
極
的
な
も
の
が
い
る
と
、

(
9〉

に
影
響
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
「
会
社
員
」
は
「
よ
そ
の
会
社
よ
り
も
い
い
成
績
を

出所:第11図に同じ。

上
げ
よ
う
と
み
ん
な
が
い
い
意
味
で
の
ラ
イ
バ
ル
意
識
を
持
っ
て
競
争
す
る
か
ら
仕
事
も

や
り
が
い
が
出
る
し
能
率
も
上
が
る
し
と
考
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
、
、
、
ニ
会
社
の
場

合
、
小
集
団
ど
お
し
の
競
争
意
欲
を
盛
り
上
げ
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
い
。
作
業
能

率
、
納
期
や
品
質
の
成
績
、
改
善
提
案
件
数
な
ど
の
指
標
を
い
く
つ
か
設
定
し
、

一
定
期



第14図十 日本電気「ミ=会社Jの品質格付及ぴ納期管理

(品質格付ランク)

クンフC クンブB クン一フA 

t汚長名音E柄章者音11市内銘
.r'ー，

えヰ指

{抜取検査)(指定数検査)査)検(無

若手日管理

生産手配

業

~ 

U 
く〉納

生産指示

作

(差立改善)

職
場
小
集
問
活
動
と
日
本
的
生
産
シ
ス
テ
ム [>納期管理

若手週，前々週(水)

日前着手 3

日手着

仁t
U日

期納

間
ご
と

ι点
数
化

(
会
社
の
利
益
〉

し
て
そ
の
優
劣
を

競
う
。
ま
た
、
改

善
提
案
の
表
彰
を

何
人
受
け
た
か
、

な
ど
の
競
争
も
あ

る
。
各
社
の
成
績

は
、
毎
月
一
回
の

定
例
と
な
っ
て
い

る
『
ミ
ニ
経
営
会

議
』
(
別
名
P

社
長

会
し
に
も
ち
ょ

出所:第11図に同じ。

り
反
省
会
を
開

く
。
と
こ
で
は
班

長
や
係
長
ク
ラ
ス

も
出
席
し
、
色
々

ムノ、



第15図神戸製鋼長府北工場個人別成績査定

(内面異常判定個人差常クラブ〕

六
四

立
教
経
済
学
研
究
第
四

O
巻
四
号
ハ
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九
八
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年
)

N=7本
サークノレ貝 6名

ら

格

わ

不

ム

口

口
凹
昌

ヴ
d

ハh
U

R
リ

A
当

つ

ο
つμ
1
1
4

判

定

数

(AnJ (B.iT) (U'.) (D/'r) (日君) (1'君)

Ciステンレス銅鏑管冷間引き抜き加工後の肉菌兵常確認判定J，神戸製鋼，長府北工場〉

ランダム・サンプリングN=7本にてサークル員全員の内面異常の判定差を解析した。

出所:鉄鋼連盟『第23回大会資料集~，京谷栄二稿「職場における小集団活動の現実と位
格JCW三回学会雑誌』第75巻第2号， 1982年4月〉。

ハ

m)

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
な
っ
て
い
る
。
」

こ
う
し
た
「
職
場
集
団
間
」
に
相
互
競
争
意
識
を
促
す
も
の
に
対
し
て
、
個
人
別
の

評
価
に
よ
る
競
争
意
識
の
強
化
を
意
図
し
た
も
の
も
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
職
場
で
小
集
団
活
動
の
成
績
が
第
四
図
の
よ
う
に
、
個
人
別
に
掲
示
さ
れ

て
、
労
働
者
個
人
に
対
す
る
心
理
的
刺
激
や
圧
迫
が
み
ち
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た

「
班
別
の
ミ
ス
発
生
状
況
の
掲
示
で
競
争
意
識
も
出
て
き
た
」
と
か
、

仕
方
が
、

一寸

わ

れ
わ
れ
の
合
言
葉
は
『
他
班
に
負
け
る
な
』
で
あ
っ
た
し
と
い
う
、
労
働
者
聞
の
競
争

意
識
を
強
め
る
の
に
大
き
な
効
果
を
も
た
、
り
し
た
の
で
あ
る
。

同
組
合
の
小
集
団
活
動
へ
の
協
力

小
集
団
活
動
に
対
ナ
る
組
合
の
態
度
に
つ
い
て
は
、
電
機
労
連
の
調
査
で
は
、
第
8

表
に
み
る
よ
う
に
、

「
支
持
し
て
い
る
」
五
七
・
三
Mm
、

「
黙
認
し
て
い
る
L

三
人
・

五
Mm
、
「
反
対
」
ゼ
ロ
で
あ
る
。
肯
定
的
な
態
度
の
両
者
を
合
わ
せ
る
と
九
五
・
八
Mm

と
な
る
。
ま
た
、
総
評
、
同
盟
い
ず
れ
の
組
合
を
も
対
象
に
し
た
日
本
労
働
協
会
の

「八

0
年
代
労
働
組
合
活
動
に
関
す
る
実
態
調
査
」
に
よ
っ
て
も
、
組
合
が
こ
の
小
集

団
活
動
を
「
支
持
し
て
い
る
」
が
五
六
・
一

Mm
、

「
黙
認
し
て
い
る
L

が
四
一
・
九
%

で
、
こ
の
両
者
を
合
わ
せ
る
と
九
八
Mm
と
い
う
高
率
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
小
集
団
活
動
が
「
生
産
性
向
上
に
役
立
っ
て
い
る
」
、

そ
オL

ま
た
、



小集団活動に対する組合の態度

I~ 支昨的反対 明ているしているしている不

震労連

合 計 (n =213) 4.2 

::iι ι 
5，000人以上 (n =137) 59.9 35.8 。4.4 

調 業 1， 000~4， 999人 (n=43) 44.2 51.2 。4.7 
査 規 999人以下 (n= 32) 62.5 34.4 。3.1 

模
不 明 (n= 1) 100.0 

雪建霊1:ヰ (n=344) 56.1 41.9 1.2 0.9 

(n=273) 54.9 43.2 1.1 0.9 

第 8表

職
場
小
集
団
活
動
と
日
本
的
生
産
シ
ス
テ
ム 注〉日本労働協会調査(1981.10-12実施〉については，日本労働協会 ~80年代の労働組合

活動に関する実態調査』調査研究資料99号(1982)p.123o 
出所:第 1図に同じ。

に
よ
っ
て
「
作
業
方
法
、
作
業
環
境
な
ど
が
改
善
さ
れ
、
仕
事
が
や
り
や
す
く

な
っ
て
い
る
」
と
答
え
た
組
合
は
第
9
表
に
み
る
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
約
八
O

M
m
、
ま
た
、

「
職
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
人
間
関
係
の
改
善
に
役
立
つ

て
い
る
」
と
み
る
組
合
は
約
七
O
M
加
を
占
め
て
い
る
。
小
集
団
活
動
を
通
じ
て

「
組
合
員
の
労
働
意
欲
が
も
た
h

り
さ
れ
て
い
る
」
と
み
る
組
合
も
約
四
O
%
に

の
ぼ
る
。
こ
れ
ら
の
回
答
に
対
応
し
て
、
小
集
団
活
動
に
よ
っ
て
「
労
働
強
化

が
も
た
、
り
さ
れ
て
い
る
」
と
み
る
組
合
は
八
・
五
%
、
ま
た
「
組
合
員
の
聞
に

競
争
が
も
ち
こ
ま
れ
て
い
る
L

と
答
え
た
組
合
は
一
一
・
七
と
低
率
で
あ
り
、

さ
ら
に
、

「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
L

が
約
四
O
%
と
な
っ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
の
労
働
組
合
は
、

Q
C
サ
ー
ク
ル
活
動
が
生
産
性
向
上
を
目
的
と

す
る
な
ら
ば
反
対
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
自
ら
の
役
割
を
Q
C
サ
ー
ク
ル
活
動

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
機
能
と
し
、
団
体
交
渉
を
通
し
て

Q
C
サ
ー
ク
ル
活
動
へ
の

労
働
者
の
参
加
の
あ
り
方
を
規
制
し
て
い
る
の
と
く
ら
べ
て
、
日
本
の
組
合
の

(

臼

)

態
度
と
は
き
わ
め
て
対
照
的
で
あ
る
。

労
使
一
体
と
な
っ
て
コ
ス
ト
削
減
、
生
産
性
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
日
本

の
組
合
と
し
て
は
、

Q
C
サ
ー
ク
ル
活
動
を
は
じ
め
と
す
る
小
集
団
活
動
に
協

力
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
当
然
の
こ
と
と
受
け
と
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

六
五
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小
集

団
活

動
の

機
能

に
関

す
る

組
合

の
評

価

fくに

導入年川企業規模



例
え
ば
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
労
組
は
、

T
Q
C
へ
の
態
度
に
つ
い
て
、

「
労
使
互
い
の
利
益
に
つ
な
が
る

T
Q
C
」
と
し
て
次
の
よ
う
に

主
張
し
て
い
る
。

「
わ
れ
わ
れ
は
『
働
く
者
の
生
活
安
定
と
企
業
の
発
展
は
車
の
両
輪
の
関
係
に
あ
る
』
と
の
理
念
の
も
と
に
あ
ら
ゆ
る

活
動
を
進
め
て
い
る
。

:
:
:
T
Q
C
を
は
じ
め
と
す
る
自
主
管
理
活
動
に
つ
い
て
も
参
加
す
る
。
技
術
・
技
能
の
向
上
を
通
じ
た
成
長
、

一
つ
の
こ
と
を
成
し
遂
げ
る
と
い
う
達
成
感
、
さ
ら
に
は
認
め
ら
れ
る
と
い
う
種
々
の
喜
び
を
味
わ
い
な
が
ら
、
明
る
い
職
場
づ
く
り
を

自
分
た
ち
で
行
な
う
こ
と
で
あ
る
と
受
け
止
め
て
お
り
、
そ
の
過
程
や
結
果
と
し
て
生
ず
る
さ
ま
ざ
ま
な
成
果
に
つ
い
て
も
、
労
使
お
互

い
の
利
益
に
つ
な
が
る
と
い
う
観
点
で
と
ら
え
て
い
る
。
」

組
合
が
労
使
協
調
主
義
の
立
場
か
ら
、
生
産
性
向
上
に
協
力
す
る
延
長
線
上
に
小
集
団
活
動
を
支
持
し
、
企
業
と
一
体
化
し
て
こ
れ
を

推
進
す
る
と
い
う
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
の
企
業
内
組
合
と
し
て
の
基
礎
組
織
で
あ
る
職
場
単
位
が
、
そ
の
ま
ま
小
集
団
活
動
の
基
礎

単
位
と
も
な
っ
て
い
る
と
い
う
、
こ
う
し
た
組
合
組
織
と
管
理
組
織
の
一
体
化
も
、
小
集
団
活
動
推
進
の
た
め
の
有
効
な
力
と
な
っ
て
い

る
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
全
金
同
盟
大
阪
地
方
金
属
の
「
小
集
団
活
動
へ
の
対
応
指
針
」
で
は
、
い
か
に
企
業
と
協
調
し
て
小
集
団
活
動
を
推
進
す
る
か

と
い
う
方
針
が
次
の
よ
う
に
主
張
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
指
針
は

T
Q
C
活
動
の
目
的
と
し
て
、
付
人
間
性
の
尊
重
、
口
能
力
の
喚
起
、
開
発
、
発
揮
、
間
企
業
の
発
展
、
経
営
基
盤
の
強

化
、
同
労
働
条
件
の
向
上
を
あ
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
さ
き
に
み
た
日
科
技
連
の

Q
C
サ
ー
ク
ル
本
部
の
綱
領
の
理
念
と
同
一

で
あ

り
、
企
業
の
立
場
を
し
め
し
て
い
る
。

ま
た
、
小
集
団
活
動
を
「
業
務
と
し
て
取
り
扱
う
」
と
し
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、

「
自
発
的
、
自
主
的
参
加
が
原
則
」

で
あ
る
が
、

「
活
動
の
重
要
性
か
ら
み
て
労
使
協
議
の
決
定
の
範
囲
に
お
い
て
全
員
が
参
加
す
る
体
制
づ
く
り
に
努
力
す
る
」
と
、
組
合
が
労
働
者
の

職
場
小
集
団
活
動
と
日
本
的
生
産
シ
ス
テ
ム

六
七
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西
友

ス
ト

ア
の

Q
C
サ
ー
ク
ル
活
動
の
組
織

中
央

生
産

性
向

上
委

員
会

*
1

巨
雪
コ

!
吉
生
産
性
向
上
委
員
会

*
3

グ
ル

ー
プ

ミ
ー

テ
イ

ン
グ

判

fく〈

*
1
.
会
社
と
し
て
の
長
期
的
経
営
の
生
産
性
向
上
に
闘
す

る
課
題
に
つ
い
て
必
要
な
検
討
を
行
な
う
。

牢
2.

中
央

の
課

題
の

う
ち

専
門

的
に

検
討

が
必

要
な

も
の

に
つ

い
て

労
使

の
委

員
で

課
題

毎
に

分
科

会
を

設
け

立
案
す
る
。

*
3

各
庖

の
営

業
施

設
等

に
つ

い
て

必
要

な
説

明
と

意
見

交
換
を
行
な
う
。

ま
た

、
中

央
生

産
性

向
上

委
員

会
お

よ
び

グ
ル

ー
プ

.
ミ
ー
テ
イ
ン
グ
か
ら
付
議
さ
れ
た
事
項
を
検
討
し

解
決
す
る
。

*4.)
白
生
産
性
向
上
委
員
会
で
職
場
の
声
が
反
映
き
れ
る

ょ
う
、
職
場
ヰ

I.位
の
意
見
を
集
約
す
る
。

出
所
:
I
i
'
エ
場
管
理
~

32
巻
11
号，

1986
年
10月

号
。



西友ストア「生産性向上委員会Jの概要図

|委員長(唐長〉 |副委員長(議雲行)1事務局(悲藤首長)

①グループ・ミーテ①メンバーへの開催通知

イング開催指示 (日時・場所

2週間前①中夫生産性向上委 (意見集約〕 庖内告知〉

員会からの指示 ↓ 4 
事項の確認 ②リーダー会議で

1週間前①議題提起 話題のまとめ
議題の

‘ー・ ②メンバーへの議題通知
決定

@議題内容の検討 ③議題内容の検討

③場所の準備・出欠確認|

<底委員会開催>

* 5WI Hをはっきりさせる ③議事運営(司会記録〉

会議後 全員の内容の報告と決定事項の周知徹底 ⑤中央事務局へ報告

3日以内 (朝干し・終礼・ピラを利用〉

④決定事項の ④決定事項の
議題

討議内容
職制への徹底と グループリーダー

決定事項
実施推進 への徹底

意見・提案事項

会議後 ⑤決定事項進行状況
③←把一決握定事項|状況の

1カ月 の把提 I~ ..... 
調整

*日時については原則的

なもの

第17図

職
場
小
集
団
活
動
と
日
本
的
生
産
シ
ス
テ
ム

小
集
団
活
動
へ
の
全
員
参
加

の
体
制
づ
く
り
に
努
め
て
い

る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
組

合
は
「
活
動
推
進
に
よ
っ
て

発
生
す
る
諸
問
題
の
調
整
、

協
力
体
制
の
強
化
を
は
か

る
」
と
し
て
お
り
、
こ
こ
で

は
欧
米
に
み
ら
れ
る
よ
う
な

組
合
の
「
作
業
規
制
L

の
役

も割
無 を
理期
で待
あーす
る5き

と
は
と
て

以
上
み
て
き
た
組
合
の
小

出所:第16図に同じ。

集
団
活
動
に
対
す
る
方
針

は
、
生
産
性
本
部
の
職
場
小

集
団
活
動
に
も
労
使
協
議
の

幅
を
広
げ
、

「
そ
の
あ
り
方

に
つ
い
て
労
使
の
理
解
と
協

ノ、

九



〈営業関係〉
1. 販売促進に関するもの

。接客態度(言葉づかい・電話の応

待・身だしなみ・あいさつ〉
0商品知識
C関連販売

0販売手続(金銭受渡し， レジ操
作，伝票手続，送料〉

0高値入商品販売

0売場の整頓・陳列・演出

。レイアウト

0値替処理
2. 顧客開発

3. 発注業務

4. 競合底対策
く職場環境》
1. 作業場・倉庫
2. 施設の充実

立
教
経
済
学
研
究
第
四

O
巻
四
号
(
一
九
八
七
年
〉

西友ストアQCサークル活動項目

項

第18図

自

0不良在摩の一掃
0私のお客様づくり

0売筋商品の把握

0競合底売場図面作成

0ディスプレイ基本マニュアル研究

。プラス一言 ゆき届いたサービス

0笑顔研究
0商品知識勉強会

0買取商品の積極的販売

具体的活動項目

0大掃除デーの設置

0休憩室の利用時間と利用方法
0朝礼時爪・髪の点検

0休憩時間のとり方

Oノー残業デイの設置

0業務計画化による振替休取得
。通し勤務の改善

く時間関係〉
1. 時間意識の徹底
2. 時間外労働の削減

3. 振替休取得
4. 勤務態様

〈人事・要員関係〉
1. 人員配置 0むこう三軒両隣運動

。党忙時の応援体制

0ヘアシステムの活用

000コンクールの開催

。悶底前のレジ閉め

Oコンテナの有効活用

0伝票マニュアル勉強会の開催
。手持ち時間の有効活用
。計画的値替処理

0よりスピーディ・より正確に

2. 能力開発

く業務改善関係〉
1. 事務処理の合理{じ

(仕事の流れ・手続・処理〉

七
O 

会議・資料
経費の削減と効率的使用

01時間会議制の実施

。時間会議制の実施
0用度品の請求方法・管理方法
0省エネ運動
0簡易包装の徹底
01苫内ルールを確実に守る

2. 
3. 

〈ルール〉

出所:第16図に同じ。



力
を
達
成
す
る
こ
と
」
が
必
要
だ
と
す
る
見
解
を
、
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
労
使
一
体
化
で
小
集
団
活
動
を
推
進
す
る
企
業
の
事
例
は
広
が
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
西
友
ス
ト
ア
の
場
合
に
は
、

「
労
使
共
同
宣
言
」

(
一
九
八

O
年
)
を
出
し
て
、
労
使
一
体
と
な
コ
て
「
生
民
性
向
上
委
員

会
」
を
組
織
し
、
第
日
図
及
び
第
口
図
に
み
る
よ
う
に
、
小
集
団
活
動
u

グ
ル
ー
プ
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
(
職
場
会
議
)
を
組
合
自
ら
が
主

(
H
A
U
 

催
・
運
営
し
、
第
四
図
に
み
る
よ
う
な
具
体
的
な
活
動
項
目
と
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
小
集
団
活
動
と
一
体
化
し
つ
つ
あ
る
組
合
の
活
動
は
、
労
働
者
の
全
員
参
加
を
強
制
す
る
職
場
共
同
体
制
の

規
制
力
を
い
っ
そ
う
強
め
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

回
全
社
的
運
動
と
し
て
の
小
集
団
活
動

企
業
は

O
O運
動
と
し
て
全
社
的
目
標
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
設
定
し
、
こ
う
し
た
全
社
的
運
動
を
通
じ
て
労
働
者
を
小
集
団
活
動
に

ま
き
こ
み
、
そ
の
こ
と
を
通
し
て
企
業
目
標
へ
の
統
合
と
そ
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
る
。

多
く
の
工
場
や
オ
フ
ィ
ス
に
は
、
「
チ
ャ
レ
ン
ヂ

O
O」
「
戦
い
抜
こ
う

O
O運
動
」
、
さ
ら
に
は
、
も
っ
と
具
体
的
に
コ

O
M
コ
ス

ト
削
減
」

「一

O
M能
率
増
進
」
と
い
っ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
掲
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
全
社
的
キ
ャ
ン

ぺ

i
ン
は
、
そ
の
置
接
的
効
果
よ
り
も
、
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
通
し
て
企
業
の
目
標
、
目
的
が
意
識
の
面
で
労
働
者
に
浸
透
す
る
こ
と
を

ね
ら
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

例
え
ば
日
本
鋼
管
で
は
、

一
九
六
三
年
に
Q
C
サ
ー
ク
ル
活
動
を
導
入
し
た
が
、
七
七
年
に
「
チ
ャ
レ
ン
デ
・
ゼ
ロ
・
ア
タ
ッ
ク
四

O
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
、
粗
鋼
生
産
ト
ン
当
た
り
、

一
、
五

O
O円
の
コ
ス
ト
・
ダ
ウ
ン
を
め
ざ
す
「
一
五

O
O作
戦
」
を
す
す

め
、
ま
た
、
翌
七
人
年
に
は
「
ゼ
ロ
に
挑
戦
、
工
夫
で
八

O
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
ト
ン
当
た
り
王
、

0
0
0円
の
コ
ス
ト
・
ダ
ウ
ン
を
め

職
場
小
集
団
活
動
と
日
本
的
生
産
シ
ス
テ
ム

七



立
教
経
済
学
研
究
第
四
O
巻
四
号
(
一
九
八
七
年
〉

七

ざ
す
「
五
五
五
作
戦
」
、
七
九
年
に
は
「
い
ま
や
ら
ね
ば
い
つ
で
き
る
。
わ
し
が
や
ら
ね
ば
だ
れ
が
や
る
/
」
「
総
力
で
実
力
証
明
一
九

O

O
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
「
五
五
五
作
戦
」
の
早
期
達
成
、
目
標
期
間
一
年
短
縮
の

P
R
、
さ
ら
に
、
八

O
年
に
は
合
理
化
効
果
を
得
点
で

「
一
人
当
た
り
一

O
O点
以
上
の
達
成
」
と
い
う
目
標
が
-
設
定
し
、
全
社
的
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
始
し
て
い
る
。

表
示
し
、

最
近
で
は
、
こ
う
し
た
全
社
的
ぐ
る
み
運
動
と
し
て
の
小
集
団
活
動
が
、

コ
ー
ポ
レ
イ
ト
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

(
C
I
〉
運
動
と
結
合

し
、
企
業
文
化
的
特
色
を
強
め
て
さ
て
い
る
。

例
え
ば
、
こ
う
し
た
全
社
運
動
と
し
て
は
、
東
レ
の
「
新
創
業
運
動
」
、
松
下
電
器
の

A
C
T
I
O
N
-
六
一
、

(
日
四
)

運
動
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

日
本
I
B
M
の
C
S

以
上
み
て
き
た
よ
う
な
全
社
的
ぐ
る
み
運
動
が
職
場
で
展
開
さ
れ
て
く
る
と
き
、
こ
の
中
心
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
小
集
団
活
動
に
対
し

て
消
極
的
な
い
し
、
批
判
的
態
度
を
と
る
こ
と
は
職
場
共
同
体
の
な
か
に
あ
っ
て
は
許
さ
れ
な
く
な
る
。
ま
た
、
企
業
も
、

Q
C
サ

i
グ

ル
活
動
あ
る
い
は
改
善
提
案
に
よ
る
成
果
を
金
額
で
し
め
し
、
さ
ら
に
高
い
目
標
を
全
体
で
取
り
組
む
よ
う
に
し
て
指
導
し
て
は
い
る
も

の
の
、
実
際
は
、
こ
の
金
額
の
多
寡
で
置
接
的
効
果
を
期
待
す
る
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
人
五
社
あ
げ
て
の
「
ぐ
る
み
運
動
」
の
な
か

に
労
働
者
を
ま
き
こ
み
、
労
働
者
が
企
業
の
立
場
に
立
っ
て
他
社
と
の
競
争
に
真
剣
に
た
ち
む
か
う
よ
う
な
意
識
を
つ
く
り
だ
す
こ
と

に
、
よ
り
大
き
な
目
的
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、

B
経
連
「
M
E
の
進
展
と
企
業
の
対
応
」
は
、

「
小
集
団
活
動
の
場
を
通

じ
て
、
従
業
員
を
そ
の
集
団
の
一
員
と
し
て
活
躍
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
企
業
へ
の
帰
属
意
識
を
高
め
、
自
己
の
所
属
集
団
を
よ
り
向
上

さ
せ
よ
う
と
す
る
自
発
的
意
欲
を
引
き
出
す
こ
と
が
大
切
で
あ
ろ
う
」
と
、
労
働
者
の
や
る
気
を
い
か
に
引
き
出
す
か
を
強
調
し
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
小
集
団
活
動
は
、
企
業
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
の
労
使
一
体
と
な
っ
た
「
会
社
ぐ
る
み
」
の
運
動
と
し
て
推
進
さ

れ
る
の
で
あ
る
。



(

l

)

小
集
団
活
動
が
日
本
に
導
入
さ
れ
、
こ
れ
が
い
か
な
る
目
的
を
も
ち
、
ま
た
、
い
か
な
る
社
会
経
済
的
背
景
の
も
と
に
今
日
の
隆
盛
を
み
る
に

い
た
っ
た
か
に
つ
い
て
は
改
め
て
検
討
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
が
、
と
り
あ
え
ず
次
の
よ
う
な
京
谷
栄
二
氏
の
重
要
な
指
摘
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。

「
わ
が
国
の
大
企
業
が
一
九
六

0
年
代
前
半
か
ら
半
ば
に
か
け
て
、
こ
の
小
集
団
活
動
の
導
入
を
開
始
し
た
原
因
は
次
の
二
つ
の
点
に
あ
っ
た
。

高
度
成
長
期
に
お
け
る
急
速
な
技
術
革
新
は
、
労
働
の
細
分
化
、
無
内
容
化
、
自
律
性
の
喪
失
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
労
働
疎
外
を
深
め
、
労
働
者
の

聞
に
疎
外
感
を
蔓
延
さ
せ
た
。
こ
こ
に
企
業
に
と
っ
て
は
労
働
者
を
仕
事
に
動
機
付
け
る
新
た
な
方
法
が
必
要
と
な
る
。
一
方
で
は
高
度
成
長
期
に

お
け
る
戦
後
日
本
の
資
本
主
義
の
急
速
な
発
達
は
、
社
会
全
体
の
欲
求
水
準
を
高
め
、
ま
た
学
歴
水
準
を
上
昇
さ
せ
た
。
高
い
欲
求
水
準
と
高
い
学

歴
を
も
っ
て
大
企
業
に
入
っ
て
く
る
若
年
労
働
者
は
、
自
分
の
興
味
や
能
力
を
生
か
せ
る
仕
事
に
つ
き
た
い
と
い
う
、
労
働
そ
の
も
の
に
た
い
し
て

も
高
い
欲
求
を
も
っ
た
労
働
者
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
企
業
に
と
っ
て
は
、
労
働
者
の
労
働
欲
求
の
高
揚
に
対
応
す
る
必
要
が
生
ず
る
。
」
(
「
大
企
業

に
お
け
る
労
働
の
現
段
階
」
、
黒
川
俊
雄
編
『
現
代
労
働
の
支
配
と
変
革
』
所
収
、
八
四
J
五
ペ
ー
ジ
)
。

〈

2
〉
門
田
安
弘
編
著
『
ト
ヨ
タ
生
産
方
式
の
新
展
開
』
(
日
本
能
率
協
会
、
一
九
八
三
年
)
、
門
田
安
弘
著
『
ト
ヨ
タ
・
シ
ス
テ
ム
』
(
講
談
社
、
一

九
八
五
年
)
、
小
山
陽
一
一
編
『
巨
大
企
業
体
制
と
労
働
者
』
(
御
茶
の
水
害
一
房
一
、
一
九
八
五
年
〉
、
松
本
正
徳
著
『
日
本
的
経
営
と
「
合
理
化
」
』
(
中

央
大
学
出
版
部
、
一
九
八
五
年
)
な
ど
参
照
。

ハ
3
〉
山
下
東
彦
氏
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
じ
お
け
る
小
集
団
活
動
と
人
事
考
課
の
闘
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
「
ト
ヨ
タ
に
お
い
て

そ
れ
は
、

Q
C
活
動
や
提
案
活
動
を
積
極
的
に
行
な
う
か
ど
う
か
が
、
個
人
別
考
課
に
基
づ
く
査
定
の
最
も
重
要
な
要
因
の
一
つ
に
な
っ
て
お
り
、

そ
れ
ら
の
活
動
は
『
リ
ー
ダ
ー
、
ま
た
は
こ
れ
か
ら
の
リ
ー
ダ
ー
を
長
期
的
、
計
画
的
に
育
成
す
る
』
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
行
な
わ
ず
、

企
業
の
期
待
す
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
身
に
つ
け
よ
う
と
し
な
い
な
ら
ば
、
と
ん
な
に
完
全
に
職
務
を
遂
行
し
て
も
、
生
、
涯
に
わ
た
る
賃
金
差
別

ハ
低
い
職
能
等
級
)
と
細
分
化
さ
れ
た
職
務
に
あ
ま
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る
」
(
小
山
陽
一
一
編
『
巨
大
企
業
体
制
と
労
働

者
同
二
六
六
ペ
ー
ジ
〉
。

(
4
〉
石
井
慎
一
郎
稿
「
会
社
の
中
に
会
社
が
あ
る
!
ミ
ニ
会
社
組
織
に
よ
る
職
場
組
織
l
」
(
『
I
E
』
一
九
八
Q
年
五
月
号
)
。

(

5

)

青
山
茂
樹
稿
「
職
場
小
集
団
活
動
の
特
質
と
労
働
組
合
の
機
能
」
(
藤
井
光
男
、
丸
山
恵
也
編
『
日
本
的
経
営
の
構
造
』
大
月
書
底
、
一
九
八

五
年
〉
二
一
八
ペ
ー
ジ
。

(

6

)

日
経
連
全
員
経
営
小
委
員
会
「
全
員
参
画
経
営
」
一
九
七
六
年
、
日
経
連
『
経
蛍
者
』
特
集
「
全
員
経
営
と
企
業
活
力
」
-
九
八
一
年
五
月

号。
職
場
小
集
団
活
動
と
日
本
的
生
産
シ
ス
テ
ム

七
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一
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八
七
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〉

七
回

(
7
〉
こ
の
点
に
関
し
て
仁
田
道
夫
氏
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
「
現
在
の
鉄
鋼
業
の
能
率
給
は
、
一
般
的
に
、
能
率
測
定
単
位
が
大
き
く
、

生
産
数
量
に
リ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
『
自
主
管
理
活
動
』
に
よ
る
原
単
位
低
減
ゃ
、
生
産
性
向
上
が
、
た
だ
ち
に
個
々
の
職
場
で
の
能
率
給
増

に
目
に
み
え
て
つ
な
が
る
こ
と
は
な
い
己
(
「
鉄
鋼
業
の
『
自
主
管
理
活
動
』
」
二
六
ペ
ー
ジ
)
。

(

8

)

石
井
慎
一
郎
稿
「
会
社
の
中
に
会
社
が
あ
る
1

1
ミ
ユ
会
社
組
織
に
よ
る
職
場
運
営
!
l
i
」
三

o
i六
ペ
ー
ジ
。

(
9
〉
労
働
者
調
査
研
究
会
編
『
労
働
者
の
状
態
川
電
機
』
〈
新
日
本
出
版
社
、
一
九
八
三
年
)
八
六

1
九
ペ
ー
ジ
。

(
叩
)
「
日
本
電
気
・
周
辺
装
置
事
業
部
の
『
ミ
ニ
会
社
』
組
織
」
、
『
労
政
待
報
』
一
九
セ
九
年
一
一
月
二
日
号
、
四
六

t
九
ペ
ー
ジ
。

ハ
日
)
京
谷
栄
二
稿
「
職
場
に
お
け
る
小
集
団
活
動
の
現
実
と
性
格
」
(
『
三
国
学
会
雑
誌
』
七
五
巻
二
号
、
一
九
八
二
年
四
足
〉
九
七
ペ
ー
ジ
。

(ロ
)

R
・
E
-
コ
!
ル
、
秋
元
樹
稿
「
ア
メ
リ
カ
自
動
車
工
場
に
お
け
る
Q
C
サ
ー
ク
ル
」
(
『
日
本
労
働
協
会
雑
誌
』
二
九
一
ニ
号
、
一
九
八
三
年
九

月
号
〉
二
四
ペ
ー
ジ
以
下
。

(
四
)
大
場
秀
雄
、
中
原
学
編
著
『
T
Q
C
と
の
た
た
か
い
』
(
学
習
の
友
社
、
一
九
八
四
年
)
一
八

O
I
一
八
四
ペ
ー
ジ
。

ハ
U
〉
「
西
友
の
業
革
l
ア
ク
シ
ョ
ン
二
五
」
(
『
工
場
管
理
』
一
ニ
ニ
巻
一
一
号
、
一
九
八
六
年
一

O
月
号
)
九
一

t
一
O
四
ペ
ー
ジ
。

(
日
)
京
谷
栄
二
稿
「
大
企
業
に
お
け
る
労
働
の
現
段
階
」
(
黒
川
俊
雄
編
『
現
代
労
働
の
支
配
と
変
革
』
労
働
句
報
社
、
一
九
八
四
年
〉
八
一

l
一ニ

ペ
ー
ジ
。

ハ
日
)
「
経
営
革
新

n
新
会
社
運
動
e

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
(
『
工
場
管
理
』
三
二
巻
一
一
号
、
一
九
八
六
年
一

O
月
号
)
一
八
ペ
ー
ジ
以
下
。

(
げ
〉
以
上
み
て
き
た
職
場
に
は
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
企
業
の
管
理
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
そ
れ
を
支
え
る
職
場
共
同
体
的
な
規
律
が
、
小
集
団
活
動
を
遇

じ
て
、
人
員
削
減
、
労
働
強
化
な
ど
労
働
者
に
耐
え
が
た
い
負
担
を
増
大
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
の
研
究
を
参
照
さ
れ

た
い
。
京
谷
栄
二
橋
「
職
場
に
お
け
る
小
集
団
活
動
の
現
実
と
性
格
」

Q
三
回
学
会
雑
誌
』
七
五
巻
二
号
〉
、
片
山
二
議
稿
「
M
E
『
合
理
化
』
と

小
集
団
活
動
」
(
戸
木
田
嘉
久
縞
『
M
E
「
合
理
化
」
と
労
働
組
合
』
大
月
害
底
、
一
九
八
六
年
〉
、
大
場
秀
雄
、
中
原
学
編
著
『
T
Q
C
と
の
た
た

か
い
』
(
学
習
の
友
社
、
一
九
八
四
年
〉
、
安
井
恒
則
著
『
現
代
大
工
業
の
労
働
と
管
理
』
(
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
八
六
年
)
。

、
小
集
団
活
動
と
仕
事
の
改
善
・
ヱ
夫

乙
れ
ま
で
小
集
団
活
動
は
、
広
範
な
労
働
者
が
参
加
す
る
寸
自
主
管
理
活
動
」
と
し
て
、
ま
た
、
新
一
た
な
経
註
参
加
の
形
態
と
し
て
、



さ
ら
に
、
最
近
で
は
「
労
働
の
人
間
化
」
の
日
本
的
形
態
と
し
て
高
い
評
価
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
評
価
が

E
当
か
ど
う
か

に
つ
い
て
は
、
改
め
て
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
と
り
あ
げ
た
い
の
は
、
高
い
評
価
を
う
け
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
の

が
、
広
範
な
労
働
者
が
こ
の
小
集
団
活
動
に
参
加
し
て
い
る
と
い
う
と
と
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
参
ノ
加
す
る
労
働
者
が
積
極
的
に
職
場
の

業
務
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
事
実
を
ど
う
理
解
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
労
働
者
の
積
極
的
な
参
加
は
、
こ
れ
ま

で
と
り
あ
げ
て
き
た
企
業
に
よ
る
各
種
の
「
強
制
」
に
よ
っ
て
だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
こ
の
問
題
は
次
の
よ
う
に
も
、
い

い
な
お
す
こ
と
が
で
き
ょ
う
。
問
題
は
こ
う
で
め
る
。
今
日
の
日
本
の
労
働
者
は
、
国
際
的
水
準
と
比
べ
て
も
超
過
密
労
働
、
長
時
間
労

働
、
低
い
賃
金
、
劣
悪
な
作
業
条
件
と
い
っ
た
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
な
状
況
に
お
か
れ
な
が
ら
も
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
同
じ
立
場
に
立
っ
て
生
産

性
向
上
、

コ
ス
ト
削
減
な
ど
の
た
め
骨
身
を
お
し
ま
ず
働
き
、
創
意
工
夫
を
こ
ら
す
。
こ
う
し
た
こ
と
が
欧
米
人
に
は
理
解
で
き
が
た
い

と
い
、
っ
。

こ
れ
に
対
し
て
は
、
日
本
民
族
の
優
秀
性
と
い
っ
た
民
族
的
特
性
に
も
と
め
る
考
え
は
別
と
し
て
、

一
般
的
に
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら

れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
生
産
現
場
の
労
働
者
は
、
企
業
の
労
務
管
理
の
も
と
で
き
び
し
く
統
轄
、
管
理
さ
れ
て
お
り
、
他
方
で
労
使
協

調
路
線
を
と
る
企
業
内
組
合
に
よ
っ
て
労
働
者
内
部
か
ら
そ
の
管
理
体
制
が
支
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
職
場
共
同
体
的
規
律
が
い
っ

そ
う
強
め
ら
れ
て
い
る
。
と
の
よ
う
な
強
力
な
規
律
の
も
と
で
、
労
働
者
は
Q
C
、
Z
D
な
ど
の
小
集
団
活
動
に
参
加
し
、
生
産
性
向
上

運
動
や
コ
ス
ト
削
減
の
た
の
改
善
活
動
に
取
り
組
ま
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

た
し
か
に
、
こ
れ
ま
で
も
ふ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
労
働
者
の
小
集
団
活
動
へ
の
参
加
に
は
、
職
場
共
同
体
的
規
律
が
強
く
作
用
し
、
こ

れ
が
大
き
な
役
割
を
は
た
し
て
き
た
事
実
は
確
認
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
問
題
は
小
集
団
活
動
へ
の
参
加
労
働
者
が
か
な
り
積
極
的
に
業

務
改
善
活
動
に
取
り
組
む
と
い
う
、
こ
の
主
体
的
状
況
に
つ
い
て
で
あ
り
、
こ
れ
は
企
業
の
労
務
管
理
と
職
場
共
同
体
的
規
律
の
強
さ
だ

職
場
小
集
団
活
動
と
日
本
的
生
産
シ
ス
テ
ム

七
五
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け
で
は
説
明
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
な
ぜ
労
働
者
は
小
集
団
、
活
動
に
参
加
し
、
積
極
的
に
こ
れ
と
取
り
組
む
の
か
、
こ
の
問
題
を
検

討
し
た
い
。

け
職
場
小
集
団
と
集
団
的
作
業
の
遂
行

小
集
団
活
動
の
組
織
的
基
盤
は
、
職
場
の
作
業
チ
l
ム
と
で
も
い
い
う
る
、
集
団
的
な
作
業
グ
ル
ー
プ
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
小
集
団

活
動
が
一
定
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
た
ん
に
集
団
内
の
意
志
疎
通
の
促
進
と
い
う
意
味
を
超
え
て
こ
の
小
集
団
活
動
自

体
が
職
場
の
集
団
的
作
業
の
仕
組
み
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
自
ら
の
基
礎
に
組
み
込
み
、
監
督
労
働
者
が
こ
の
職
場
集
団
的
作
業
の
改
善

や
新
し
い
作
業
方
法
を
組
織
し
、
こ
れ
を
有
効
に
運
用
し
て
き
た
こ
と
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

ト
ヨ
タ
自
動
車
は

G
M
と
の
合
弁
で
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
フ
リ
モ
ン
ト
に

N
U
M
M
I
祉
を
設
立
し
た
が
、
こ
の
工
場
に

ト
ヨ
タ
生
産
方
式
つ
か
ん
ば
ん
方
式
じ
を
導
入
す
る
目
的
で
一
九
八
四
年
六
月
よ
り
三
週
間
、
二
六

O
人
の

G
M
労
働
者
に
ト
ヨ
タ
の

高
岡
工
場
で
作
業
実
習
を
中
心
と
す
る
研
修
を
実
施
し
た
。
こ
の
研
修
を
終
え
た

G
M
の
労
働
者
は
、
ト
ヨ
タ
の
工
場
に
お
け
る
「
ト
ヨ

タ
生
産
方
式
」
の
も
と
で
の
労
働
に
つ
い
て
の
感
想
を
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

「
作
業
者
が
一
体
と
な
っ
て
働
い
て
い
る
こ
と
で
す
。

一
人
が
ミ
ス
を
す
る
と
ほ
か
の
人
が
助
け
る
こ
と
で
、
そ
れ
は
米
国
で
は
ま
っ

た
く
異
っ
て
い
ま
す
。
も
し
、
ミ
ス
が
あ
っ
て
も
ど
ん
ど
ん
仕
事
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
人
と
人
と
が
助
け
合
う
こ
と

円

1
v

は
な
い
の
で
す
。
」

「
皆
ん
な
が
一
致
協
力
し
て
働
く
こ
と
で
す

Q

一
一
人
の
人
が
ま
る
で
一
体
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。
品
質
に
対
し
て
非
常
に
高
い
関
心
を

(
2〉

払
っ
て
い
ま
す
。
」

G
M
の
労
働
者
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
は
、
日
本
の
労
働
者
の
「
一
体
と
な
っ
て
働
い
て
い
る
」
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
強
さ
で
あ



る
。
の
ち
に
く
わ
し
く
ふ
れ
る
よ
う
に
こ
の
よ
う
な
集
団
的
作
業
の
取
り
組
み
が
、

「
多
能
工
L

化
に
よ
る
「
ジ
ョ
ブ
・
ロ

l
テ

I
シ
ョ

ン
」
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
、
日
本
的
経
営
の
特
質
と
い
わ
れ
る
「
職
務
構
造
の
柔
軟
性
」
を
つ
く
り
だ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

職
務
が
細
分
化
し
、
そ
れ
が
明
確
化
ぎ
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
の
雇
用
慣
行
の
調
査
を
さ
れ
た
田
中
博
秀
氏
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い

る

「
ア
メ
リ
カ
の
企
業
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
の
職
務
に
つ
い
て
、
極
め
て
具
体
的
、
か
つ
詳
細
な
様
式
ゃ
、
手
続
き
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
い
っ
、
誰
が
そ
の
仕
事
の
担
当
を
交
替
し
て
も
、
そ
の
仕
事
を
こ
な
せ
る
資
格
ゃ
、
能
力
を
も
っ

て
い
る
限
り
、
前
任
者
と
寸
分
た
が
わ
ず
、
し
か
も
、
会
社
の
期
待
す
る
と
お
り
の
仕
事
を
や
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
こ
に
は
人
間
関
係
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
と
か
、
仲
間
で
あ
る
か
否
か
と
か
、
チ
ー
ム
・
ワ
!
ク
が
ど
う
で
あ
る
か
と
か
、
と
い

う
こ
と
が
、
全
く
と
い
っ
て
い
い
は
ど
入
り
込
む
余
地
が
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
他
人
の
担
当
し
て
い
る
仕
事
に
口
出
し
は
し
な
い
し
、
逆

処に
理
し自
て分
L、σ〉
る担
の当
でし
あて
るつ L、
己じる

仕
事

つ

て
は

一
切
口
出
し
さ
せ
な
い
。
そ
の
仕
事
に
関
し
て
は
す
べ
て
の
権
限
と
、
責
任
を
も
っ
て

ま
た
、
田
中
博
秀
氏
は
ア
メ
リ
カ
・
キ
ャ
タ
ピ
ラ
・
ト
ラ
ク
タ
ー
社
に
お
け
る

D
・
8
型
ト
ラ
ク
タ
ー
の
大
型
部
品
機
械
加
工
ラ
イ
ン

に
お
け
る
単
能
工
的
な
作
業
慣
行
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

「
こ
こ
で
興
味
、
深
い
の
は
、
床
掃
除
ば
か
り
専
門
に
や
る
ス
イ

l
パ
!
ゃ
、
機
械
の
掃
除
だ
け
を
や
る
ク
リ
ー
ナ
ー
、
さ
ら
に
生
産
の

準
備
ゃ
あ
と
片
付
け
、
つ
ま
り
お
膳
立
て
ば
か
り
を
専
門
に
や
る
ス
ク
レ
!
パ

I
が
合
計
四
人
も
配
置
さ
れ
て
い
る
と
と
と
、
リ
リ
ー
フ

役
が
合
計
一

O
人
も
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

日
本
の
ヱ
場
で
は
、
ド
リ
ル
や
、
圧
延
工
が
掃
除
も
や
り
、
仕
事
の
段
取
り
も
や
る
の
が
普
通
で
あ
る
か
ら
、
専
門
の
ス
イ

l
パ
l

職
場
小
集
団
活
動
と
日
本
的
生
産
シ
ス
テ
ム

七
七
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ゃ
、
ク
リ
ー
ナ
ー
な
ど
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
な
い
。
ど
う
み
て
も
、
こ
う
い
う
や
り
方
は
、
日
本
人
に
は
、
奇
妙
で
、
大
変
無
駄

な
こ
と
の
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
ア
メ
リ
カ
流
の
普
通
の
や
り
方
な
の
で
あ
る
。

彼
ら
は
、
ド
リ
ル
工
は
ド
リ
ル
作
業
を
や
る
た
め
に
会
社
に
一
層
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
床
掃
除
ゃ
、
機
械
掃
除
を
や
る
た
め
に
雇
わ

れ
た
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
し
、
ド
リ
ル
工
は
ド
リ
ル
作
業
に
専
念
し
て
こ
そ
高
い
賃
金
を
も
ら
う
に
値
す
る
高
い
能
率
を
あ
げ
ら

れ
る
の
で
あ
る
と
割
り
切
っ
て
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
日
本
人
か
ら
み
る
と
こ
う
し
た
呉
常
と
も
思
え
る
合
理
性
と
ド
ラ
イ
な
考
え
方

の
上
に
ア
メ
リ
カ
流
の
雇
用
ル

l
ル
の
基
盤
が
あ
る
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
考
え
方
を
理
解
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
労
働
諸
慣

〔

4
)

行
守
、
労
使
関
係
の
理
解
が
始
ま
る
と
い
っ
て
も
い
い
よ
う
で
あ
る
。
」

こ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
の
「
単
能
ヱ
」
的
な
あ
り
方
の
問
題
に
つ
い
て
、
さ
き
の

G
M
の
労
働
者
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

「
米
国
で
は
異
常
が
あ
る
と
ラ
イ
ン
を
止
め
、
緊
急
電
話
を
入
れ
ま
す
が
、
こ
こ
(
ト
ヨ
タ
工
場
)
で
は
作
業
者
一
人
ひ
と
り
が
検
査

を
担
当
し
、
誰
も
が
ペ
ス
ト
カ

i
を
組
立
て
る
気
力
を
も
っ
て
い
ま
す
。
米
国
で
は
問
題
解
決
の
担
当
者
が
異
な
る
の
で
、
同
じ
問
題
が

繰
返
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
ラ
イ
ン
が
止
ま
る
と
チ

l
ム
リ
ー
ダ
ー
(
班
長
)
か
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
(
組
長
)
が
行
っ
て
、
皆
ん
な
で

(

5

)

 

問
題
を
解
決
す
る
。
そ
れ
は
大
変
良
い
こ
と
で
す
。
」

「
私
が
ニ

0
年
間
働
い
た
経
験
を
述
べ
ま
す
と
、
最
初
の
八
年
間
は
ま
っ
た
く
一
つ
の
仕
事
だ
け
で
し
た
。
い
ま
は
保
全
の
仕
事
を
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
故
障
が
起
き
る
と
、
い
た
る
と
こ
ろ
か
ら
人
が
集
ま
り
、
皆
ん
な
で
直
そ
う
と
し
ま
す
。
フ
ォ
ー
ド
時
代
の
故

障
修
理
で
は
ま
ず
電
話
を
し
ま
す
。
多
分
三
人
の
人
が
現
わ
れ
ま
す
。

一
人
は
機
械
工
、

一
人
は
多
分
作
業
者
で
し
ょ
う
ね
。
と
こ
ろ
が

誰
れ
も
さ
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
と
い
う
の
は
こ
の
仕
事
ほ
電
気
工
の
仕
事
だ
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
電
気
工
に
電
話
す

る
。
多
分
十
分
く
ら
い
し
て
電
気
工
が
現
わ
れ
ま
す
が
、
彼
が
い
う
に
は
、
ほ
か
の
職
能
の
者
が
こ
れ
を
は
ず
し
て
く
れ
な
い
と
私
は
さ



わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
っ
た
具
合
で
す
。
ま
っ
た
く
時
間
の
ム
ダ
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
が
フ
ォ
ー
ド
の
や
り
方
で
し

(
6
u
 

た
。
ま
た
、
そ
れ
が
ユ
ニ
オ
ン
に
よ
る
取
決
め
で
も
あ
り
ま
す
。
」

こ
こ
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
機
械
の
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
職
場
の
チ
!
ム
・
リ
ー
ダ
ー
や
グ
ル
ー
プ
・
リ
ー
ダ
ー
を
は
じ

め
そ
の
場
の
全
員
が
機
械
の
点
検
を
お
こ
な
い
、
問
題
の
解
決
に
と
り
く
む
日
本
の
労
働
者
に
「
多
能
工
」
的
な
特
徴
が
確
認
で
き
よ

ぅ
。
日
本
の
労
働
者
は
狭
く
現
在
担
当
す
る
職
務
や
機
械
操
作
の
み
な
ら
ず
、
職
場
の
他
の
職
務
や
機
械
操
作
に
関
し
て
も
一
応
習
熟
し

て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
小
集
団
活
動
に
お
け
る
日
常
的
業
務

の
改
善
活
動
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
職
場
の
集
団
的
な
仕
事
の
分
担
と
、
ジ
ョ
ブ
・
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
も
と
づ
く
多

能
エ
化
に
よ
り
、
労
働
者
の
多
く
は
職
場
の
作
業
全
体
に
つ
い
て
習
熟
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
日
常
的
業
務
の
改
善
活
動
に
有
効
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
職
場
集
団
は
、
も
と
も
と
労
働
者
が
仕
事
を
お
こ
な
う
場
合
に
必
要
な
仕
事
上
の
関
連
と
そ
れ
に
と
も
な
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
!
シ
ョ

ン
を
通
し
て
つ
く
り
あ
げ
ら
れ
た
仲
間
"
集
団
で
あ
る
。
小
集
団
活
動
は
、
こ
の
仲
間
作
業
集
団
を
基
礎
と
し
、
さ
ら
に
、
こ
の
集
団
を

積
極
的
に
組
織
し
、
活
用
す
る
役
割
を
は
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
作
業
集
団
の
「
自
律
性
し
ゃ
「
白
主
性
」
は
、
む
し

ろ
企
業
の
管
理
体
制
の
下
に
、
し
っ
か
り
と
枠
組
が
与
え
ら
れ
、
小
集
団
活
動
を
遇
し
て
管
理
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
と

い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
職
場
集
団
に
あ
っ
て
は
、
作
業
集
団
の
チ

i
ム
・
ワ

i
ク
を
組
織
し
、
大
き
な
力
を
ひ
き
だ
す
、
グ
ル

i

プ
・
リ
ー
ダ
ー
や
現
場
職
制
の
は
た
す
役
割
は
大
き
い
と
い
え
よ
う
。

同
多
能
工
化
と
職
域
拡
大

」
こ
で
は
、

「
多
能
工
化
と
ジ
ョ
ブ
・
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
柔
軟
な
職
場
づ
く
り
」
に
つ
い
て
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
実
例
を
検
討
し

職
場
小
集
団
活
動
と
日
本
的
生
産
シ
ス
テ
ム

七
九
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ト
ヨ
タ
自
動
車
は
多
様
な
仕
様
を
も
っ
数
多
く
の
車
を
製
造
し
て
い
る
。
こ
の
各
種
の
型
式
の
車
は
、
つ
ね
に
需
要
の
変
動
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

A
車
の
需
要
が
減
退
す
る
一
方
で
、

B
卒
の
需
要
が
増
大
す
る
。
ま
た
、
最
近
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
市
場
の
輸
入

規
制
に
よ
り
、
全
型
式
の
車
需
要
が
減
退
す
る
と
い
う
と
と
も
あ
る
。
こ
う
し
た
需
要
の
変
動
に
合
わ
せ
て
、
工
場
内
の
作
業
現
場
の
労

働
負
荷
は
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
き
に
み
た
例
に
対
応
さ
せ
る
と
す
れ
ば
、

A
車
の
ラ
イ
ン
の
労
働
者
の
相
当
数
を
B
車
の
ラ

イ
ン
に
移
す
か
、
あ
る
い
は
生
産
の
サ
イ
ク
ル
タ
イ
ム
や
作
業
内
容
、
作
業
順
序
の
変
更
、
さ
ら
に
は
パ
!
ト
労
働
や
臨
時
工
を
減
ら
し

た
り
、
残
業
時
聞
を
削
減
し
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
「
需
要
に
適
応
す
る
た
め
、
作
業
現
場
の
作
業
者
数
に
柔
軟
性

(
7〉

を
も
た
せ
る
こ
と
を
、
ト
ヨ
タ
で
は
円
少
人
化
』
と
呼
ぶ
。
」
「
『
少
人
化
』
を
技
能
員
の
立
場
か
ら
見
る
と
、

サ
イ
ク
ル
タ
イ
ム
、
作
業

の
内
容
、
範
囲
、
組
合
せ
、
作
業
順
序
等
が
変
わ
る
こ
と
を
意
味
し
、
技
能
員
が
こ
れ
に
即
応
で
き
る
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
変
動
の
可

能
位
の
あ
る
職
務
に
つ
い
て
、
教
え
ら
れ
、
訓
練
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
全
員
が
、
す
べ
て
の
工
程
に
熟
練
し
た
多
能
工
に
な

る
こ
と
が
理
想
で
あ
る
。
ト
ヨ
タ
で
は
、
技
能
員
の
職
務
拡
大
を
『
多
能
工
化
』
と
呼
び
、
ど
の
職
場
で
も
、

め
の
多
能
エ
化
の
養
成
が
、
管
理
、
監
督
者
の
重
要
な
任
務
と
な
っ
て
い
る
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ジ
ョ
ブ
・
ロ
!
テ

1
シ
ョ

『
少
人
化
』
を
進
め
る
た

ン
か
ら
多
能
工
化
へ
の
取
り
組
み
を
具
体
的
に
み
よ
う
。
こ
こ
で
具
体
例
と
し
て
あ
げ
る
の
は
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
堤
工
場
機
械
部
第
三
機

械
課
で
あ
る
が
、
第
四
図
に
み
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
四
組
八
班
(
二
二

O
余
名
)
が
工
長
|
組
長
!
班
長
の
ラ
イ
ン
の
も
と
で
、
五
種

類
の
デ
フ
ァ
レ
ン
シ
ャ
ル
キ
ャ
リ
ヤ
を
月
産
一

O
i
一
玉
万
台
、
ニ
直
で
加
工
・
組
付
け
て
い
る
。

こ
こ
で
実
施
さ
れ
て
い
る
ジ
ョ
プ
・
ロ

l
テ
i
シ
ョ

γ
は
次
の
コ
一
種
類
か
ら
な
る
。
件
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
。
こ
れ
は
数
年
を
単
位
と
す

る
職
場
(
主
と
し
て
組
)
間
の
移
籍
を
い
い
、
こ
こ
で
は
職
務
内
容
や
人
間
関
係
が
大
き
く
か
わ
る
。
職
制
(
長
)
の
場
合
は
職
制
ロ

i
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テ
l
シ
ョ
ン
と
い
う
。
口
組
内
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
。
こ
れ
は
職
務
内
容
、
人
間
関
係
は

ほ
と
ん
ど
か
わ
ら
な
い
。

o
J
T
で
多
能
工
化
が
す
す
め
ら
れ
る
。
同
ジ
ョ
ブ
・
ロ

l

テ
i
シ
ョ
ン
。
こ
れ
は
二

i
四
時
間
単
位
で
計
画
的
に
作
業
を
交
替
す
る
。
以
上
の
ロ

ー
テ

i
シ
ョ
ン
を
も
う
少
し
具
体
的
に
み
よ
う
。

付
職
制
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
。

一
般
の
労
働
の
多
能
工
化
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
ま

ず
、
職
制
が
多
能
工
と
し
て
の
実
績
を
し
め
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
職
制
六

。
名
に
関
し
て
、
経
歴
の
調
査
と
未
経
験
分
野
の
確
認
、
本
人
の
希
望
と
意
欲
、
職
場

へ
の
影
響
な
ど
を
考
慮
し
、

一
九
七
七
年
度
よ
り
実
施
し
た
。
七
九
年
度
に
は
ロ

I
テ

ー
シ
ョ
ン
は
職
制
の
八

O
Mを
達
成
し
、
現
在
、
第
二
回
目
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
入

っ
て
い
る
。

口
組
内
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
。
組
内
の
す
べ
て
の
作
業
工
程
を
、
ま
と
ま
っ
た
単
位
の

作
業
に
分
割
し
、
全
員
が
す
べ
て
の
作
業
工
程
を
マ
ス
タ
ー
で
き
る
よ
う
に
、
第
却
図

の
よ
う
な
「
作
業
訓
練
計
画
表
」
を
作
成
し
、
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
ロ

l
i
シ
ョ
ン
を

実
施
す
る
。
こ
の
「
計
画
表
」
の
立
案
と
実
施
は
組
長
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
。
組

の
多
能
工
化
率
の
目
標
は
一
年
目
六

O
M
m、

一
ニ
年
目
一

O
O
Mと

二
年
目
八

O
M、

し
、
そ
の
年
度
の
計
画
は
職
場
に
掲
示
さ
れ
、
個
人
の
教
育
訓
練
の
目
標
と
さ
れ
る
。

一
九
七
九
年
度
末
の
組
の
多
能
工
化
率
は
三

O
t八
O
Mで
、
課
平
均
五
五
%
で
あ
っ

職
場
小
集
団
活
動
と
日
本
的
生
産
シ
ス
テ
ム

/¥. 
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た
。
計
画
の
お
く
れ
は
外
部
か

り
σ〉

「
応
援
者
」

や

「
期
間

工
」
、
ま
た
、
新
人
の
配
置
な
ど

に
よ
る
。

一
つ
の
工
程
を
訓
練

習
得
す
る
に
は
個
人
差
や
工
程

の
む
ず
か
し
さ
に
も
よ
る
が
、

通
常
、
数
日
か
ら
数
週
間
を
必

要
と
す
る
。

「
多
能
工
化
が
進
む
こ
と
に

よ
り
、
組
内
、
組
問
、
係
聞
の

B
常
的
な
流
動
性
が
高
ま
り
、

生
産
変
動
、
少
人
化
等
に
、
人

の
面
か
ら
も
柔
軟
に
対
応
し
得

る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
一
日
単

が 位
可や
能ー
と週
なー間
る:9:単
己)位

(l) 

業

萎
主、.

替

同
ジ
ョ
ブ
・
ロ
!
テ

i
シ
ョ
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ン
。
多
能
工
が
進
み
、
組
内
の
流
動
可
能
性
が
高
ま
る
と
、

一
日
の
う
ち
で
数
回
、
組
内
の
作
業
交
替
が
可
能
と
な
る
。
作
業
の
内
容
に

比
較
的
進
ん
で
い
る
玉
二
三
紐
第
二
班
で
は
、
デ
フ
キ
ャ

よ
り
、
二

J
四
時
間
ご
と
に
作
業
工
程
を
組
全
員
で
交
替
す
る
。
多
能
工
化
の

リ
ア
の
組
付
け
を
班
長
以
下
八
名
、
二
六
砂
の
ラ
イ
ン
タ
ク
ト
で
、
第
幻
図
に
み
ろ
よ
う
な
組
付
ラ
イ
ン
の
レ
イ
ア
ウ
ト
と
作
業
組
合
せ

職
場
小
集
団
活
動
と
日
本
的
生
産
シ
ス
テ
ム

/i、
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第22図

i¥. 
四

を
通
し
て
お
こ
な
っ
て
い
る
。
こ
の
組
付
け
ラ
イ
ン
で
は
、
七
種
類

の
デ
フ
ヰ
ャ
り
ヤ
が
組
付
け
ら
れ
る
が
、
こ
の
組
付
け
部
品
数
は
ボ

ル
ト
類
も
含
め
て
六
五

i
七
一
部
品
で
あ
り
、
必
要
と
す
る
作
業
工

程
は
組
付
け
、
締
付
け
、
か
し
め
庄
入
、
計
測
、
調
整
な
ど
で
あ

る
。
こ
こ
で
の
ジ
ョ
ブ
・
ロ
ー
シ
ョ
ン
は
二
時
間
間
隔
で
お
こ
な
わ

れ
て
い
る
。
作
業
工
程
の
割
付
け
や
順
番
は
全
員
が
平
等
に
な
る
よ

ぅ
、
ま
た
新
人
の
教
育
、
訓
練
計
画
も
組
み
込
み
な
が
ら
、

一
週
間

分
が
事
前
に
計
画
さ
れ
る
。
当
日
の
朝
、
班
長
は
応
援
者
の
入
り
方

ゃ
、
全
員
の
体
調
、
意
見
な
ど
を
き
き
た
が
ら
再
調
査
を
お
こ
な

ぃ
、
当
日
の
割
付
け
、
組
合
せ
を
決
定
し
て
、
第
泣
図
に
み
る
よ
う

な
作
業
交
替
表
を
職
場
に
掲
示
す
る
。
こ
の
作
業
交
替
表
に
は
種
々

の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば

H
労
働
者
は
ベ
テ
ラ
ン

L

で
あ
る

が
病
み
あ
が
り
な
の
で
考
慮
さ
れ
て
い
ろ
。

C
は
長
期
応
援
者
で
あ

出所:第19図に同じ。

り、

B
は
一
工
程
が
訓
練
中
で
あ
る
の
で
、
こ
の
時
間
帯
に
は
班
長

が
指
導
に
つ
い
た
り
、

ベ
テ
ラ
ン
が
前
後
工
程
に
つ
い
た
り
す
る
。

連
続
し
て
同
じ
作
業
を
二
時
間
以
上
続
け
て
や
る
も
の
は
い
な
い
。

c、
日
な
ど
を
除
け
ば
、
ほ
ほ
全
員
が
一
日
に
わ
た
っ
て
二
時
間
間
隔



で
異
な
っ
た
仕
事
に
つ
く
。

こ
の
よ
う
な
多
能
工
化
率
の
拡
大
と
と
も
に
、
ジ
ョ
ブ
・
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
対
象
工
程
は
広
が
り
、
同
じ
工
程
に
戻
る
周
期
も
長
く

な
る
。
交
替
間
隔
に
つ
い
て
は
、
正
味
時
聞
の
短
い
工
程
は
、
そ
れ
だ
け
受
け
持
つ
作
業
領
域
も
狭
く
な
る
の
で
、
二
時
間
単
位
と
し
て

お
り
、
正
味
時
間
の
長
い
ヱ
担
任
辻
、
作
業
領
域
が
広
く
と
れ
る
の
で
、
四
時
間
単
位
を
採
用
し
て
い
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
八
時
間
(
一

日
)
単
位
の
職
場
も
あ
る
。

以
上
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
労
働
者
は
ジ
ョ
ブ
・
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
く
り
か
え
し
な
が
ら
、
し
だ
い
に
関
連
し
た
仕
事
の
領

域
を
広
げ
、
多
能
工
と
し
て
の
経
験
を
積
み
重
ね
て
く
る
プ
ロ
セ
ス
が
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
実
例
で
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
と
い
え
よ
7
0
し

か
も
、
職
場
内
の
組
を
中
心
と
し
た
仕
事
群
の
な
か
で
の
ジ
ョ
ブ
・
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
広
域
の
「
応
援
」
や
配
置

転
換
と
は
こ
と
な
り
、
あ
く
ま
で
も
関
連
の
あ
る
仕
事
の
な
か
で
の
キ
ャ
リ
ア
の
形
成
に
結
び
つ
く
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な

「
多
能
工
化
」
が
、

「
新
し
い
熟
練
の
形
成
」
を
意
味
す
る
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
「
熟
練
の
空
洞
化
」
で
あ
る
の
か
、
改
め
て
検
討

を
要
す
る
問
題
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
も
せ
よ
、
こ
こ
で
は
、
こ
の
多
能
工
化
が
労
働
者
に
広
く
仕
事
を
経
験
さ
せ
る
こ
と
を
通
じ
て
、

結
果
と
し
て
「
柔
軟
な
職
務
構
造
」
の
形
成
を
促
進
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
労
働
者
が
ジ
ョ
ブ
・
ロ

i
テ
l
シ
ョ
ン
で
広
く
仕
事
を
経
験
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
仕
事
に
対
す
る
経
験
を
豊
か
に
す
る
の
み
な
ら
ず
、
担
当
の
職
務
を
全
体
の

作
業
の
流
れ
の
な
か
で
把
撞
し
、
さ
ら
に
、
そ
の
職
務
を
相
対
化
し
て
観
v

祭
す
る
余
裕
を
与
え
、
そ
の
業
務
改
善
の
眼
を
養
う
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

ト
ヨ
タ
自
動
車
の
堤
工
場
の
機
械
部
課
長
鈴
木
雄
三
氏
は
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

「
流
れ
作
業
に
お
け
る
前
工
程
、
後
工
程
も
、
全
員
が
経
験
し
て
い
る
か
ら
、
何
ら
か
の
原
因
で
遅
れ
が
発
生
し
て
も
、

他
工
程
へ

職
場
小
集
団
活
動
と
日
本
的
生
産
シ
ス
テ
ム

八
五
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の
、
そ
し
て
他
人
へ
の
理
解
が
早
い
。
皆
が
理
解
し
て
い
る
か
ら
、
自
然
と
遅
れ
な
い
よ
う
に
、
お
互
い
に
助
け
合
う
。
ト
ヨ
タ
生
産
方

式
の
『
助
け
合
い
運
動
』
が
、
よ
り
一
層
、
実
行
さ
れ
る
。
」
「
新
人
、

後
輩
の
何
気
な
い
動
作
、

作
業
か
ら
、
仕
事
の
急
所
、

勘
ど
こ

ろ
、
改
善
す
べ
き
箇
所
が
浮
び
上
が
っ
て
く
る
。

円
腕
』
と
い
わ
れ
た
コ
ッ
、
技
能
の
内
容
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
要
領
書
、
標
準
書
と
し

て
職
場
に
蓄
積
さ
れ
る
。
ま
た
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
管
が
一
認
識
し
、
学
び
、
教
え
あ
う
人
間
関
係
が
で
き
て
く
る
と
、

『
腕
』
を

自
分
の
も
の
だ
け
、
と
す
る
職
人
気
質
は
少
な
く
な
り
、
特
定
の
人
達
に
集
ま
っ
て
い
た
技
能
や
ノ
ウ
ハ
ウ
も
、
ど
ん
ど
ん
後
輩
に
伝
え

ハ
ロ
)

ら
れ
、
職
場
に
拡
散
し
て
い
く
。
」

こ
の
よ
う
に
仕
事
の
仕
方
に
関
す
る
技
能
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
広
く
職
場
に
拡
散
し
て
い
く
こ
と
や
、
さ
ら
に
新
た
な
仕
事
に
関
す
る
工
夫

や
改
善
の
取
り
組
み
を
組
織
化
し
た
も
の
が
小
集
団
活
動
で
あ
っ
た
。
小
集
団
活
動
の
「
成
功
し
の
一
因
は
実
に
こ
の
と
こ
ろ
に
あ
る
と

い
え
よ
う
。

同
作
業
の
改
善
・
工
夫
と
職
場
小
集
団
活
動

労
働
者
は
も
と
も
と
自
分
の
仕
事
に
対
す
る
自
負
心
を
も
ち
、
仕
事
を
す
る
な
ら
少
し
で
も
よ
い
仕
事
を
し
た
い
と
考
え
、
日
々
、
自

ら
の
仕
事
へ
の
工
夫
と
創
意
を
こ
ら
そ
う
と
し
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
労
働
者
の
労
働
主
体
と
し
て
の
創
造
性
と
主
体
的
意
歓
を
、
職
場

の
作
業
集
団
と
し
て
、
企
業
が
小
集
団
活
動
に
組
織
化
し
た
と
こ
ろ
に
、
こ
の
小
集
団
活
動
の
成
功
の
要
因
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え

レ

ι‘「ノ。職
場
で
労
働
者
が
小
集
団
活
動
を
ど
の
よ
う
に
う
け
と
め
、
こ
れ
に
参
加
し
て
い
る
の
か
、
こ
の
実
態
を
い
き
い
き
と
伝
え
て
い
る
も

の
に
、
自
ら
圧
延
工
場
の
加
熱
炉
工
と
し
て
の
体
験
を
ま
と
め
た
中
村
章
氏
の
『
工
場
に
生
き
る
人
び
と

l
i内
側
か
ら
描
か
れ
た
労
働

者
の
実
像
|
|
』

(
一
九
八
二
年
〉
が
あ
る
。
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以
下
、
こ
の
書
に
よ
り
、
そ
の
一
端
を
し
る
し
た
い
。

Q
C
サ
ー
ク
ル
会
議
を
始
め
る
と
き
、
ど
の
顔
も
疲
れ
き
り
、
眠
た
げ
で
、
と
て
も
こ
れ
か
ら
会
議
が
始
ま
る
雰
囲
気
で
は
な
い
。
何

で
も
い
い
か
ら
早
く
終
わ
ら
せ
て
く
れ
、
ど
の
顔
に
も
そ
う
措
い
て
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
一

O
分
、
ニ

O
分
と
話
し
が
進
む
う

ち
に
、
雰
囲
気
が
変
わ
っ
て
く
る
。
玉
掛
合
図
の
仕
方
が
ど
う
の
、
箸
や
ト
ン
グ
の
使
い
方
が
ど
う
の
、
鋼
種
特
性
が
ど
う
の
、
持
場
、

持
場
の
仕
事
の
講
釈
を
含
め
て
、
い
つ
の
間
に
か
、
だ
れ
も
が
口
角
泡
を
飛
ば
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

私
た
ち
の
班
の
場
合
、
し
ば
し
ば
テ

l
マ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
に
、

「
加
熱
待
ち
時
間
の
短
縮
」
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
。

抽
出
ピ
ッ
チ
が
早
す
ぎ
て
炉
の
加
熱
能
力
を
オ
ー
バ
ー
し
た
場
合
ゃ
、
前
と
後
の
鋼
種
の
温
度
差
が
大
き
過
ぎ
た
場
合
な
ど
に
、
そ
の
ま

ま
抽
出
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

「
加
熱
待
ち
」
と
い
う
こ
と
を
す
る
。
こ
れ
は
圧
延
工
程
全
体
を
止
め
る
わ
け
だ
か
ら
、
そ

の
ロ
ス
は
か
な
り
大
き
く
、
そ
の
ロ
ス
タ
イ
ム
を
極
力
減
ら
そ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

会
議
は
次
の
よ
う
な
具
合
で
進
ん
で
い
く
。

「
だ
い
た
い
加
熱
炉
の
設
計
が
よ
く
な
い
ん
だ
か
ら
、
い
く
ら
い
わ
れ
た
っ
て
し
ょ
う
が
な
い
よ
己

「
一
サ
イ
ズ
で
鋼
種
が
何
十
種
類
も
あ
る
ん
だ
か
ら
仕
方
な
い
だ
ろ
う
。
」

は
じ
め
は
そ
ん
な
意
見
も
出
る
。
そ
し
て
、

「
あ
の
炉
設
計
し
た
の
う
ち
の
課
長
だ
っ
て
ね
。

一
基
一
時
間
あ
た
り
の
能
力
が
一
五
ト
ン
だ
ろ
う
。
い
ま
一
時
間
に
三

0
ト
ン
以
上

出
し
て
る
も
ん
ね
。
そ
れ
に
あ
の
頃
は
こ
ん
な
に
鋼
種
が
ふ
え
る
と
は
思
っ
て
な
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
。
」

な
ど
と
、
ひ
と
し
き
り
愚
痴
と
も
、
上
役
に
対
す
る
批
判
と
も
と
れ
る
話
し
が
続
く
。
し
か
し
、
そ
ん
な
意
見
は
通
ら
な
い
こ
と
は
み

ん
な
が
承
知
し
て
い
る
。
そ
し
て
結
局
は
、

「
順
位
変
更
し
て
空
送
り
回
数
を
減
ら
す
し
か
な
い
」
と
い
う
、
装
入
や
炉
焚
き
担
当
者
な

職
場
小
集
団
活
動
と
日
本
的
生
産
シ
ス
テ
ム

八
七
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特性要因図

作業者

第23図

作業方法

加
熱
待
ち

加熱炉の

能力不足

鋼種が多すぎる

材料の手入れ遅れ

による順位変更

温度差が大きい

材料 設

出所:中村孝著『工場に生きる人びとH学陽書房， 1982年〉。

備

i¥. 
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ら
だ
れ
で
も
わ
か
っ
て
い
る
対
策
案
が
で
て
く
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

と
こ
か
ら
が
激
論
で
あ
る
。

「
順
位
変
更
、
順
位
変
更
っ
て
気
や
す
く
い
う
け
ど
、
そ
の
た
ん
び
に

鋼
片
作
業
場
じ
ゃ
ピ
レ
ッ
ト
ハ
鋼
片
)
の
山
を
積
み
か
え
る
ん
だ
よ
。
こ

れ
以
上
ふ
え
た
ら
装
入
が
間
に
合
わ
な
い
よ
。
」

「
俺
、
い
つ
も
思
う
ん
だ
け
ど
、
順
位
変
更
じ
ゃ
な
く
て
、
現
場
で
実

際
に
や
っ
て
い
る
圧
延
順
序
に
順
位
表
を
合
わ
せ
ら
れ
な
い
の
か
ね
え
。

前
工
程
だ
っ
て
そ
の
順
番
に
ピ
レ
ッ
ト
を
積
む
わ
け
だ
ろ
う
。
」

だ
れ
も
が
日
頃
の
不
満
を
と
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
持
ち
出
し
て
く
る
。
こ

ん
な
議
論
の
な
り
ゆ
き
に
、
し
か
た
な
く
班
長
が
「
そ
う
・
な
ん
だ
よ
。
俺

も
そ
う
思
、
つ
ん
だ
よ
。
だ
け
ど
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
関
係
も
あ
る
し
、
前

工
程
や
後
工
程
の
事
情
が
あ
っ
て
、
そ
う
簡
単
に
動
か
せ
な
い
ん
だ
よ
」

と

一
応
管
理
者
側
の
立
場
と
い
う
か
、
事
情
を
説
明
す
る
。
そ
し
て
と

に
か
く
、
「
特
性
要
因
図
」

(
Q
C
サ
ー
ク
ル
活
動
の
ゴ
ニ
種
の
神
器
」
と

か
「
七
つ
道
具
」
と
い
わ
れ
る
)
を
作
っ
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
そ
れ
を
作
業
者
、
作
業
方
法
、
設
備
、
材
料
の
願
で
検
討
す
べ
き
項

日
を
書
き
込
み
、

そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
、

み
ん
な
に
い
い
た
い
こ



と
を
い
わ
せ
、
第
お
図
の
よ
う
に
整
理
す
る
。
つ
づ
い
て
対
策
の
検
討
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
ま
ず
特
性
要
因
図
に
書
き
込
ま
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
そ
の
う
ち
職
場
内
の
努
力
に
よ
っ
て
克
服
可
能
な

も
の
、
あ
る
い
は
上
か
ら
克
服
す
べ
く
期
待
さ
れ
て
い
る
も
の
が
拾
い
だ
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
拾
い
出
さ
れ
た
項
目
の
一
つ
一
つ

に
つ
い
て
、
具
体
策
が
議
論
の
対
象
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
議
論
は
再
び
く
り
か
え
さ
れ
て
い
く
。

「
結
局
は
順
位
変
更
し
て
、
空
送
り
回
数
を
減
、
り
す
し
か
な
い
ん
だ
ろ
う
。
ー
ー
だ
っ
た
ら
、
そ
の
順
位
変
更
も
空
送
り
も
標
準
化
で

き
る
よ
う
に
し
て
、
だ
れ
で
も
解
る
よ
う
に
し
ま
し
た
っ
て
い
っ
た
ら
誉
め
ら
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
己

「
じ
ゃ
あ
チ
ェ
ッ
ク
シ
I
ト
で
も
作
っ
て
デ
I
タ
を
集
め
る
か
。

-

1
前
鋼
種
、
後
鋼
種
、
変
更
内
容
、
空
送
り
回
数
、
そ
れ
に
均
熱

帯
に
問
題
の
鋼
種
が
き
た
と
き
の
温
度
、
加
熱
待
ち
時
間
、
こ
の
く
ら
い
あ
れ
ば
い
い
ん
だ
ろ
う
己

「
そ
う
だ
あ
、
せ
っ
か
く
だ
か
ら
補
助
バ
ー
ナ
ー
の
点
火
、
消
火
の
時
期
も
入
っ
た
ほ
う
が
い
い
よ
。
」

装
入
や
炉
焚
き
担
当
者
を
中
心
に
し
た
こ
ん
な
議
論
の
流
れ
に
、
鋼
片
作
業
の
人
た
ち
は
、

「
な
ん
だ
、
結
局
順
位
変
更
か
よ
う
」
と

ふ
く
れ
っ
面
を
す
る
。
そ
れ
を
見
て
班
長
代
行
の
藤
田
さ
ん
が
、
す
か
さ
ず
、

「
み
ん
な
で
協
力
し
な
け
り
ゃ
あ
し
ょ
う
が
な
い
だ
ろ
う
:
:
:
。
ど
、
7
だ
い
、
ど
う
せ
だ
か
ら
、
こ
の
機
会
に
鋼
片
作
業
場
の
人
た
ち

も
装
入
、
抽
出
運
動
や
炉
焚
き
作
業
を
覚
え
る
よ
う
に
し
た
ら
。
」

と
、
以
前
、
み
ん
な
で
炉
の
点
火
消
火
を
覚
え
る
活
動
を
し
た
と
き
の
例
を
引
き
な
が
ら
い
う
。

「
そ
り
ゃ
い
い
や
。
こ
の
機
会
に
グ
ル
ー
プ
員
全
員
の
技
術
が
高
ま
り
ま
し
た
っ
て
ま
と
め
り
や
、
誉
め
ら
れ
る
こ
と
ま
ち
が
い
な
し

だ。」つ
ら
礼
て
班
長
が
そ
う
い
う
。
そ
れ
を
め
ぐ
ワ
て
、
ま
た
、
い
ま
さ
ら
覚
え
る
の
は
い
や
だ
と
か
、
面
白
い
か
ら
や
っ
て
み
よ
う
と
か

職
場
小
集
団
活
動
と
日
本
的
生
産
シ
ス
テ
ム

i¥ 
九
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の
激
論
で
あ
る
。
そ
の
議
論
も
一
段
落
す
る
と
、
仕
方
な
し
に
鋼
片
作
業
場
の
人
た
ち
も
今
度
は
条
件
交
渉
で
あ
る
。

「
ど
う
な
ん
だ
い
。
ど
う
せ
順
位
変
更
で
し
か
な
い
ん
だ
っ
た
ら
、
そ
の
変
更
内
容
も
手
入
場
(
前
工
程
の
こ
と
)
に
も
伝
え
て
、
手

伝
っ
て
も
ら
う
っ
て
訳
に
は
い
か
な
い
の
か
ね
え
。
変
更
内
容
に
そ
っ
て
積
ん
で
く
れ
り
あ
、
だ
い
ぶ
楽
だ
ろ
う
。
」

「
い
や
あ
、
い
や
が
る
ぞ
お
:
:
:
。
そ
れ
に
手
入
場
の
作
業
は
い
つ
も
ニ
サ
イ
ズ
ぐ
ら
い
先
行
し
て
い
る
か
ら
、
も
う
抽
恨
ん
だ
あ
と
だ

ょ。」「
作
業
長
を
通
し
て
頼
め
ば
、
や
つ
ら
だ
っ
て
や
ら
ん
わ
け
い
い
は
い
か
ん
だ
ろ
う
。
」

と
も
か
く
、
こ
ん
な
具
合
で
議
論
は
進
ん
で
い
く
。
そ
し
て
、
予
定
の
一
時
間
を
迎
え
る
頃
に
は
、
い
つ
の
間
に
か
、
み
ん
な
が
そ
の

議
論
に
熱
中
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
各
班
と
も
ま
と
ま
り
ま
し
た
か
。
」

作
業
長
が
時
計
を
見
な
が
ら
終
了
の
挨
拶
を
す
る
と
き
、
ま
ど
ガ
ヤ
ガ
ヤ
議
論
が
続
い
て
い
る
の
は
し
ば
し
ば
で
あ
る
。

以
上
、
長
い
引
用
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
実
際
の
職
場
で
の

Q
C
サ
ー
ク
ル
活
動
の
雰
囲
気
を
少
し
で
も
伝
え
た
か
ワ
た
か
ら
に
ほ
か

な
ら
な
い
。

こ
の

Q
C
サ
ー
ク
ル
活
動
会
議
は
、
結
果
的
じ
も
「
加
熱
待
ち
時
間
の
短
縮
」
と
い
う
テ
l
マ
を
め
ぐ
っ
て
、
職
場
の
労
働
者
が
そ
れ

ぞ
れ
勝
手
に
意
見
を
の
べ
、
議
論
を
続
け
な
が
ら
も
Q
C
サ
ー
ク
ル
活
動
の
手
法
に
従
い
、

「
順
位
変
更
し
て
空
送
り
回
数
を
減
ら
す
」

と
い
う
改
善
案
を
ま
と
め
、
そ
れ
を
実
施
す
る
た
め
に
鋼
片
作
業
の
労
働
者
に
も
装
入
、
抽
出
運
転
や
炉
焚
き
作
業
を
覚
え
さ
せ
る
と
同

時
に
、
前
工
程
に
も
働
き
か
け
て
作
業
変
更
の
取
り
組
み
に
協
力
し
て
も
ら
う
よ
う
な
方
向
を
う
ち
だ
し
て
い
る
。
と
こ
で
註
目
し
て
お

き
た
い
の
は
、
こ
の

Q
C
サ
ー
ク
ル
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
班
長
と
サ
ブ
・
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
班
長
代
行
の
役
割
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の



人
た
ち
の
リ

i
ド
で
、
議
論
が
か
な
ら
ず
し
も
ス
ム
ー
ズ
に
す
す
め
ら
れ
、
ひ
と
つ
の
結
論
が
簡
単
に
え
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
し

か
し
、
彼
ら
の
掌
握
の
も
と
で
、
職
場
の
労
働
者
が
思
い
思
い
に
、
自
由
に
意
見
を
出
し
あ
え
る
状
況
が
う
ま
れ
、
結
果
と
し
て

Q
C
サ

ー
ク
ル
活
動
の
手
法
に
の
り
な
が
ら
成
果
を
お
さ
め
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
だ
け
で
職
場
の
労
働
者
の
、
あ
れ
だ
け
熱

い
論
議
を
引
き
だ
せ
る
わ
け
で
は
な
い
。
中
村
章
氏
は
、
と
の
点
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

「
こ
こ
で
挙
げ
た
例
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
議
論
の
内
容
は
必
ず
し
も
前
向
き
な
も
の
ば
か
り
と
は
限
ら
な
い
。
設
備
や
工
程
の
あ
り

か
た
、
上
役
へ
の
不
満
を
こ
こ
で
一
気
に
ぶ
っ
つ
け
る
人
も
い
る
し
、
上
役
へ
の
売
り
込
み
を
考
え
る
人
も
い
る
。
ま
た
他
人
と
の
対
抗

意
識
が
あ
っ
た
り
、
自
分
の
仕
事
に
よ
け
い
な
ケ
チ
を
つ
け
ら
れ
は
し
な
い
か
と
い
う
警
戒
心
の
存
在
も
、
け
コ
こ
う
重
要
な
要
素
に
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
よ
り
大
切
な
こ
と
は
、
そ
の
議
論
が
、
日
々
自
ら
が
携
わ
る
仕
事
そ
の
も
の
を
め
ぐ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
だ
と

(
m
v
 

思
う
。
私
は
そ
こ
に
、
彼
ら
の
仕
事
に
対
す
る
気
持
ち
の
一
部
を
見
る
思
い
が
し
て
し
か
た
が
な
い
の
で
あ
る
。
」
「
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ

う
し
た
感
覚
も
合
め
、
と
の
活
動
は
、
働
く
者
の
琴
線
に
ふ
れ
る
よ
う
な
部
分
を
持
ヲ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
同
じ
仕
事
を
す
る
な
ら
少

し
で
も
い
い
仕
事
を
。
職
人
で
な
く
と
も
、
そ
う
考
え
る
労
働
者
は
少
く
な
い
。
そ
し
て
、
日
目
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
形
で
の
仕
事
へ

の
工
夫
が
あ
り
、
そ
れ
が
機
械
を
う
ま
く
動
か
し
、

ハU
H
)

の
活
動
な
の
で
あ
る
。
」

ロ
ス
を
少
な
く
し
て
い
る
事
実
の
中
で
、
そ
れ
を
公
式
化
し
、
開
花
さ
せ
た
の
が
こ

こ
こ
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
労
働
者
が
こ
の
小
集
団
活
動
に
お
け
る
全
員
参
加
へ
の
強
制
や
職
場
共
同
体
的
な
規
制
に
対
し

て
反
捜
し
、
ま
た
、
彼
ら
の
工
夫
や
改
善
努
力
が
要
員
削
減
や
作
業
方
法
の
変
更
と
い
う
形
で
自
ら
の
労
働
強
化
を
す
す
め
る
こ
と
に
強

い
不
満
を
い
だ
き
な
が
ら
も
、
こ
の
小
集
団
活
動
に
取
り
組
む
の
は
、
彼
ら
が
仕
事
を
す
る
な
ら
少
し
で
も
よ
い
仕
事
を
し
た
い
、
ま

た
、
自
分
の
仕
事
は
自
分
が
一
番
よ
く
知
っ
て
い
る
と
い
う
仕
事
へ
の
自
負
心
と
い
ワ
た
労
働
へ
の
意
欲
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

職
場
小
集
団
活
動
と
日
本
的
生
産
シ
ス
テ
ム

九
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こ
う
し
た
労
働
者
の
労
働
意
欲
を
集
団
的
改
善
活
動
に
組
織
化
し
、
こ
れ
を
職
場
の
管
理
活
動
の
な
か
に
企
業
が
取
り
込
ん
だ
と
こ
ろ

に
、
こ
の
小
集
団
活
動
の
成
功
の
大
き
な
要
因
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
も
今
日
の
急
激
に
進
展
す
る
技
術
革
新
期
、
と
く
に

M
E
化
の
な
か
で
す
す
む
職
場
の
技
術
と
労
働
の
変
化
は
、
中
高
年
労
働
者

を
中
心
と
す
る
旧
型
熟
練
労
働
を
再
編
成
す
る
と
同
時
に
、
新
し
い
技
術
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
熟
練
を
要
求
し
て
い
ろ
。
こ
こ
で
は
、
労

働
者
が
本
来
的
に
も
っ
て
い
る
「
い
い
仕
事
を
し
た
い
」
と
か
、
ま
た
、

「
技
術
を
身
に
つ
け
た
い
」
と
い
う
程
度
の
も
の
で
は
な
く
、

M
E
化
が
技
術
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ピ
ル
ド
の
再
編
成
、
し
か
も
減
量
一
経
営
の
な
か
で
の
そ
れ
を
中
高
年
労
働
者
に
き
び
し
く
つ

き
つ
け
て
い
る
状
況
で
の
、
彼
ら
の
新
技
術
に
対
応
し
う
る
諸
能
力
を
修
得
し
た
い
と
い
う
意
欲
は
こ
れ
ま
で
と
は
比
較
に
な
ら
ね
ほ
ど

強
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

例
え
ば
雇
用
職
業
総
合
研
究
所
編
円
M
E
技
術
革
新
の
現
場
労
働
者
に
及
ぼ
す
影
響
』
(
一
九
八
五
年
三
月
)
に
よ
れ
ば
、
「
今
後
、

イ
グ
ロ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
や
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
に
関
す
る
勉
強
を
し
た
り
、
教
育
・
訓
練
を
受
け
た
り
し
て
、
新
し
い
知
識
や
技
術
を て才

身
に
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
八
四
・
六
Mm
も
の
労
働
者
が
「
そ
う
思
う
」
と
答
え
て
お
り
、
労
働
者
の
教
育

-
訓
練
へ
の
意
欲
に
は
き
わ
め
て
大
き
な
も
の
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
第
斜
図
に
み
る
よ
う
に
、
産
業
別
に
は
電
子
機
器
九
一
・

二
弱
、
輸
送
用
機
器
八
七
・
一
%
、
電
気
八
四
・
四
の
順
と
な
コ
て
お
り
、
工
程
別
で
は
塗
装
・
メ
ッ
キ
九
四
・
七
形
、
組
立
九
一
・

O

%
、
複
合
八
九
・
五
Mm
、
プ
レ
ス
八
八
・
五
%
よ
全
体
と
し
て
高
い
ウ
ェ
イ
ト
と
な
っ
て
い
る
。
使
用
機
器
で
は

N
C
・
ロ
ボ
ッ
ト

-o

ovm、
N
c
・
そ
の
他
九
四
・
六
%
、

ロ
ボ
ッ
ト
・
そ
の
他
九

0
・
九
Mm
、
ま
た
、
年
齢
別
に
は
二
五
歳
以
下
の
若
年
者
の
教
育
へ
の
意

欲
は
強
い
が
、
し
か
し
、
三
六

t
四
五
歳
入
一
・

O
M、
四
六
歳
以
上
六
四
・
五
銘
と
中
高
年
者
も
か
な
り
強
い
意
欲
を
も
っ
て
い
る
と

い
え
よ
う
。
し
か
も
、

「
教
育
・
訓
練
を
受
け
た
り
、
勉
強
を
し
た
の
は
ど
ん
な
き
っ
か
け
か
ら
で
す
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
は
第

職
場
小
集
団
活
動
と
日
本
的
生
産
シ
ス
テ
ム

九
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最近，教育・訓練を受けたリ，勉強をしたのはとんなき

っかけからですか。 2つまで選ゐで下さい

第10表

••••.• 1
i
o
L
n
d
d
4
F
U
F
O

け
d

% 

13.7 

29.8 

43.2 

2.7 

21.2 
35.1 

2.2 

22.1 

N 

129 

280 

406 

25 

199 

330 

21 

280 

職場が変わった

仕事の内容が変わった

新しL、機械設備の導入

友人，知人が勉強しているのに刺激されて

上司ιすすめられ?

自分で必要だと思って

その他(具体的に〉

100.0 940 

最も役に立ったのは，どの方法でしたか。また今後充実

してほしいのはどれですか。下記 1~14の中から，それ

ぞれ2つまで選んで下さい。

出所:第24図に同じ。

第11表

九
四

(%) く%)
1. 技術担当者に代わって 113 12.0 84 8.9 

2. 監督者に教わって 112 11. 9 51 5.4 

3. IJ、集団活動を通じて 128 13.6 122 13.0 

4. 先輩に教わって 275 29.3 28 3.0 

5. 先に覚えた若い人から開いて 67 7.1 5 0.5 

6. 公共職業訓練を受けて 13 1.4 47 5.0 

7. 勤め先主催の研修会などで 128 13.6 337 35.9 
8. 勤め先の援助，メーカ一等外部主催の研修会な

80 8.5 298 31. 7 どで
9. 自費で外部の研修会などに参加して 15 1.6 11 1.2 

10. マニュアルを読んだり，エ夫したりして 208 22.1 51 5.4 

11. 職場の仲間で，自発的に勉強会を開いて 73 7.8 172 18.3 

12. 他の部門に応援に行って 34 3.6 23 2.4 

13. その他(具体的に〉 32 3.4 12 1.3 

N. A 257 27.3 284 30.2 

!役に立った i充実してほ
もの |しL、もσ〉

日

υ-
nu 

ハU
吋
E
4

n
U
 

4
 

nwu 
叫100.01

出所:第24図に同じ。



叩
表
に
み
る
よ
う
に
、

「
新
し
い
機
械
設
備
の
導
入
」
、
「
仕
事
の
内
容
が
変
わ
っ
た
」
、
「
職
場
が
変
わ
っ
た
」
と
い
う
理
由
は
当
然
で
あ

る
と
し
て
も
、
「
自
分
で
必
要
だ
と
思
っ
て
」
が
三
五
・
一
%
と
高
い
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
実
際

の
職
場
の
「
教
育
・
訓
練
の
仕
方
」
で
は
、
「
先
輩
」
「
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
工
夫
」
「
監
督
者
」
「
研
修
会
」
と
な
ら
ん
で
、
「
小
集
団
活
動
を

通
じ
て
」
が
二
九
・
八
Mm
と
高
い
比
率
脅
し
め
て
お
り
、
し
か
も
、
こ
れ
を
、
第
日
表
で
み
る
と
、
教
育
・
訓
練
で
「
最
も
役
に
立
っ
た

も
の
」
が
「
先
輩
」
、

「
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
工
夫
」
に
次
い
で
「
小
集
団
活
動
を
通
じ
て
」

が
一
一
二
・
六
銘
と
第
一
二
位
、

さ
ら
に
、

こ
ん
ご

「
充
実
し
て
ほ
し
い
も
の
」
の
な
か
で
も
一
定
の
労
働
者
の
支
持
を
え
て
い
る
。
こ
れ
は
小
集
団
活
動
が
日
常
業
務
に
関
す
る

O
J
T
の

役
割
を
は
た
し
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
労
働
者
が
教
育
・
訓
練
に
強
い
意
欲
を
も
つ
の
は
、
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、

M
E
技
術
革
新
の
展
開
と
い
う
社
会
的

背
景
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
教
育
・
訓
練
に
よ
る
新
技
術
の
修
得
の
た
め
の
企
業
内
の
教
育
・
訓
練
の
場
と

し
て
、
労
働
者
は
小
集
団
活
動
に
少
な
か
ら
ぬ
期
待
を
よ
せ
て
い
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
な
労
働
者
の
労
働
意
欲
や
教
育
・
訓
練
へ
の
強
い
意
欲
は
、
企
業
へ
の
帰
属
を
高
め
る
企
莱
内
教
育
訓

練
制
度
を
通
し
て
企
業
の
管
理
シ
ス
テ
ム
の
な
か
に
組
み
込
ま
れ
、
さ
ら
に
、
小
集
団
活
動
と
し
て
組
織
化
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
う
し
た
企
業
の
管
理
シ
ス
テ
ム
の
な
か
で
は
、
労
働
者
の
労
働
意
欲
や
教
育
・
訓
練
に
対
す
る
意
欲
が
充
分
に
充
足
さ
れ
、
全
面
的
に

発
達
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

現
実
に
、
労
働
者
の
労
働
意
歓
は
小
集
団
活
動
宏
通
じ
て
、
要
員
削
減
や
労
働
強
化
に
結
果

し
、
労
働
と
生
活
の
き
わ
め
て
歪
ん
だ
姿
を
彼
ら
に
押
し
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

(
1
X
2〉
「

N
U
M
M
I
の
第
一
線
監
督
者
が
み
た
ト
ヲ
タ
生
産
方
式
の
現
場
」
(
『
工
場
管
理
』
一
一
二
巻
五
号
、
一
九
八
五
年
五
月
号
)
二
一
二
べ

l

ジ
、
二
六
ペ
ー
ジ
。

職
場
小
集
団
活
動
と
日
本
的
生
産
シ
ス
テ
ム

九
五



立
教
経
済
学
研
究
第
四
O
巻
四
号
(
一
九
八
七
年
)

九
ノ、

ハ
3
X
4
)

田
中
博
秀
稿
「
雇
用
慣
行
の
日
米
比
較
」
〈
『
日
本
労
働
協
会
雑
誌
』
二
二
九
号
、
一
九
七
八
年
〉
五
ペ
ー
ジ
、
一
一

t
一
一
一
ペ
ー
ジ
。

(
5
X
6
)

「
N
U
M
M
I
の
第
-
一
線
監
督
者
が
み
た
ト
ヨ
タ
生
産
方
式
の
現
場
」
二
五
ペ
ー
ジ
、
二
七
ペ
ー
ジ
。

(

7

)

門
田
安
弘
著
『
ト
ヨ
タ
・
シ
ス
テ
ム
』
二

}
0
ペ
ー
ジ
。

ハ
8
X
9
)

鈴
木
雄
三
稿
「
多
能
工
と
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
柔
軟
な
職
場
動
づ
く
り
」
(
『
I
E
』
一
九
八
Q
年
)
笠
月
号
、
二
一
一
一

1
四ぺ

ー
ジ
。

(
刊
)
小
池
和
男
著
『
日
本
の
熟
練
|
す
ぐ
れ
た
人
材
形
成
シ
ス
テ
ム
』
(
有
斐
閣
、
一
九
八
一
年
)
。
小
池
和
男
氏
は
「
Q
C
サ
ー
ク
ル
活
動
を
支
え

る
条
件
」
(
『
日
本
的
労
使
関
係
の
光
と
影
』
経
済
評
論
別
冊
・
労
働
問
題
特
集
号
、
日
本
評
論
社
、
一
九
八
二
年
五
月
)
で
、
柔
軟
な
企
業
内
移

動
を
還
し
て
労
働
者
が
獲
得
す
る
「
生
産
や
仕
事
の
し
く
み
」
に
つ
い
て
の
理
解
が
Q
C
サ
ー
ク
ル
活
動
の
「
第
一
の
基
本
条
件
」
と
さ
れ
て
い

る。
(
口
〉
鈴
木
雄
三
、
前
掲
稿
、
二
七
ペ
ー
ジ
。

ハ
u
x
n
x
u
)
中
村
章
著
『
工
場
に
生
き
る
人
び
と
|
|
i
内
側
か
ら
描
か
れ
た
労
働
者
像
1
l』
(
学
陽
書
房
、

ペ
ー
ジ
、
二
一
一
ペ
ー
ジ
。

一
九
八
二
年
)
一
一
四
J
一二

O

む
す
び

以
上
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
職
場
小
集
団
活
動
へ
の
広
範
な
労
働
者
の
参
加
と
そ
れ
へ
の
一
定
の
積
極
的
な
取
り
組
み
は
、

日
本
的
生
産
シ
ス
テ
ム
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
と
の
深
い
結
び
つ
き
が
あ
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
小
集
団
活
動
の
こ
ん
ご
の
研
究
課
題
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
日
本
的
生
産
シ
ス
テ
ム
の
解
明
を
前
提
と

し
て
、
次
の
二
つ
の
問
題
、
す
な
わ
ち
、

H
小
集
団
活
動
に
お
け
る
労
働
者
の
労
働
意
欲
が
、
は
た
し
て
主
体
形
成
へ
と
具
体
的
な
展
望

を
も
ち
う
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
、
同
小
集
団
活
動
に
み
ら
れ
る
集
団
作
業
、
ジ
ョ
ブ
・
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
、
職
域
拡
大
、
多
能
主
化

な
ど
が
寸
労
働
の
人
間
化
」
の
日
本
的
形
態
で
あ
り
、

「
自
律
的
作
業
集
団
」
に
発
展
す
る
も
の
と
し
て
評
価
し
う
る
の
か
ど
、
つ
か
の
間



(

1

)

 

題
が
存
在
す
る
と
い
え
よ
う
。

(

1

)

「
主
体
形
成
」
の
問
題
に
関
し
て
は
次
の
研
究
が
あ
る
。
道
又
健
治
郎
稿
「
現
代
の
労
働
者
と
企
業
内
教
育
の
新
動
向
」
(
『
現
代
と
思
想
』
一
一

七
号
、
一
九
七
七
年
〉
、
京
谷
栄
二
稿
「
仕
事
・
労
働
欲
求
と
労
働
運
動
」
(
『
賃
金
と
社
会
保
障
』
八
七
九
号
、
一
九
八
三
年
一
二
月
上
旬
号
〉
、
島

弘
稿
「
現
代
労
務
管
理
に
お
け
る
『
集
団
化
』
と
『
自
主
化
』
」
(
日
本
経
営
学
会
編
『
現
代
企
業
の
諸
問
題
』
、
千
倉
書
房
、
一
九
八
二
年
)
、
安
井

恒
則
著
『
現
代
大
工
業
の
労
働
と
管
理
』
(
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
一
、
一
九
八
六
年
)
。

ま
た
、
「
労
働
の
人
間
化
」
と
小
集
団
活
動
に
つ
い
て
は
次
の
研
究
が
あ
る
。
嶺
学
稿
「
労
働
の
人
間
化
の
展
開
と
そ
の
意
味
す
る
も
の
」
(
『
日

本
労
働
協
会
雑
誌
』
二
九

O
号
、
一
九
八
三
年
六
月
号
)
、
奥
林
康
司
稿
「
M
E
技
術
革
新
と
労
働
の
人
間
化
」
(
『
日
本
労
働
協
会
雑
誌
』
三

O
三

号
、
一
九
八
四
年
八
月
号
)
、
赤
岡
功
稿
「
責
任
あ
る
自
律
的
作
業
集
団
と
日
本
の
組
織
」
(
『
組
織
科
学
』
一
八
巻
一
号
、
一
九
八
四
年
〉
、
林
正
樹

稿
「
経
営
管
理
の
資
本
主
義
的
性
格
|
|
労
務
管
理
を
中
心
に
|
|
」
(
『
商
学
論
纂
』
ニ
七
巻
五
・
六
号
、
一
九
八
六
年
三
月
)
。

職
場
小
集
団
活
動
と
日
本
的
生
産
シ
ス
テ
ム

九
七




